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議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
長

か
ら　

件
の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

２６

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●　

年
度
補
正
予
算　
　
　
　
　

１
件

２１
○
一
般
会
計
（
第
四
次
）

 　

生
活
保
護
受
給
者
数
の
増
加
な
ど
に

伴
う
保
護
費
の
追
加
な
ど
。
な
お
、

補
正
後
の
予
算
額
は
二
四
九
七
億
七

六
五
六
万
五
千
円
。

●
条
例
の
改
正　
　
　
　
　
　
　
　

件
１６

○
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
玉
川
分
室
の
廃
止
。

○
障
害
者
福
祉
施
設
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

九
品
仏
生
活
実
習
所
中
町
分
場
（
中

町
２
倆　

倆　

）
の
設
置
。

２５

１７

○
後
期
高
齢
者
医
療
条
例

（
全
員
賛
成
）

○
国
民
健
康
保
険
条
例

（
全
員
賛
成
）

○
介
護
保
険
条
例

（
全
員
賛
成
）

們
以
上
３
件
は
、
保
険
料
の
延
滞
金
の

割
合
を
軽
減
す
る
期
間
を
現
行
の
１

カ
月
か
ら
３
カ
月
に
変
更
す
る
こ
と

な
ど
。

○
公
園
条
例

 　

次
の
公
園
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

経
堂
第
２
児
童
遊
園
（
経
堂
３
倆　
２２

倆
２
）
を
「
経
堂
け
や
き
公
園
」
と

し
て
区
立
公
園
に
位
置
づ
け
た
。

 

賛
成
＝
自
民
、公
明
、民
主
、共
産
、生
ネ
、政
策
、 

社
民
、
区
民
、
虹
、
世
田
谷
、
無
所
属

反
対
＝
無
党
派

賛
成
多
数

賛
成
＝
自
民
、公
明
、民
主
、共
産
、生
ネ
、政
策
、 

社
民
、
区
民
、
虹
、
世
田
谷
、
無
所
属

反
対
＝
無
党
派

賛
成
多
数

名　
　

称

南
烏
山
け
や
き
公
園

南
烏
山
三
角
公
園

桜
木
ふ
れ
あ
い
緑
地

深
沢
の
杜
緑
地

所　

在　

地

南
烏
山
３
倆　

倆
２

１２

南
烏
山
３
倆　

倆　
１２

１８

　

桜　

１
倆　

倆　
２７

２８

深　

沢
８
倆　

倆
１

１４

迎迎
春春

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
春
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世

界
的
に
大
流
行
し
、
区
立
の
小
中
学
校

や
幼
稚
園
に
お
い
て
学
級
閉
鎖
な
ど
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
国
の

方
針
を
踏
ま
え
、
区
で
は
補
正
予
算
を

計
上
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
的
な
経
済
危
機
以
降
、

日
本
経
済
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

区
は
こ
の
間
、
緊
急
経
済
対
策
を
実
施

し
、
区
民
生
活
や
中
小
企
業
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
危
機
の
影
響
か
ら
、　
２２

年
度
は
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
財
政
健
全
化
の
維
持
に
向
け
、
行

財
政
改
革
を
一
層
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

保
育
待
機
児
の
解
消
や 

削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

の
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
山
積
す
る

課
題
の
解
決
に
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

区
議
会
は
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
ま
ち
世
田
谷
の
実
現
に
向
け
、
今

年
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご 
挨  
拶 
と
い
た
し
ま
す
。

あ
い 
さ
つ

CO2

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
の
寄
附
行
為
や
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
８
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉

第4回
定例会

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

川
上　

和
彦

世
田
谷
区
議
会
議
長

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

議
決
内
容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容

区役所から撮区役所から撮影影

○
身
近
な
広
場
条
例

 　

玉
川
一
丁
目
河
川
広
場
及
び
区
立
公

園
に
位
置
づ
け
た
経
堂
第
２
児
童
遊

園
の
廃
止
。

○
自
転
車
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

松
原
自
転
車
等
駐
車
場
（
赤
堤
４
倆

１
倆
１
先
）
の
新
設
。

○
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

利
用
で
き
る
者
の
範
囲
の
拡
大
と
日

ぎ
め
の
利
用
料
金
の
限
度
額
の
変
更
。

○
区
長
等
の
給
料
条
例

（
全
員
賛
成
）

○
監
査
委
員
の
給
与
条
例

（
全
員
賛
成
）

○
教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
条
例

（
全
員
賛
成
）

們
以
上
３
件
は
、
給
料
月
額
及
び
期
末

手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
。

○
区
議
の
報
酬
・
費
用
弁
償
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

報
酬
月
額
及
び
期
末
手
当
の
支
給
月

数
の
改
定
。

○
職
員
給
与
条
例

（
全
員
賛
成
）

○
幼
稚
園
教
育
職
員
給
与
条
例

（
全
員
賛
成
）

們
以
上
２
件
は
、
給
料
月
額
及
び
期
末

手
当
の
支
給
月
数
な
ど
の
改
定
。

賛
成
＝
自
民
、
公
明
、
民
主
、
政
策
、
区
民
、 

世
田
谷
、
無
所
属

反
対
＝
共
産
、
生
ネ
、
社
民
、
無
党
派
、
虹

賛
成
多
数

自
民
＝
自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

公
明
＝
公
明
党
世
田
谷
区
議
団

民
主
＝
世
田
谷
区
議
会
民
主
党

共
産
＝
日
本
共
産
党
世
田
谷
区
議
団

生
ネ
＝
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
田
谷
区
議
団

政
策
＝
せ
た
が
や
政
策
会
議

社
民
＝
社
会
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

無
党
派
＝
無
党
派
市
民

区
民
＝
区
民
の
会

虹
＝
レ
イ
ン
ボ
ー
世
田
谷

世
田
谷
＝
世
田
谷
無
所
属
の
会

無
所
属
＝
無
所
属

会
派
名
等

大蔵第二運動公園用地等の取得などを可大蔵第二運動公園用地等の取得などを可決決
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
続
い
て
い
る
世
界
的
経
済
不

況
は
、
一
部
に
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ

る
と
は
言
え
、
現
実
の
日
本
経
済
は
、

雇
用
情
勢
に
厳
し
さ
が
増
し
、
い
ま
だ

先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

区
政
運
営
に
お
い
て
も
、
当
面
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

中
で
、
山
積
す
る
区
政
課
題
に
対
し
、

 
真  
摯 
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

し
ん 

し

　

国
政
で
は
政
権
交
代
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
我
が
党
は
、
区
政

を
支
え
る
区
議
会
第
１
会
派
と
し
て
、

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
円
滑
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

個
別
的
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
（
総
合
支
所
ご
と
で
の

地
域
体
育
館
の
整
備
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
地
域
開
放
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
・
介
護
予
防
対
策
の
強
化
な
ど
）

●
環
境
・
み
ど
り
（
太
陽
光
発
電
等
の

普
及
促
進
、
公
共
施
設
へ
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
、
壁
面
・
屋
上
緑
化

に
向
け
た
促
進
策
の
充
実
、
営
農
支
援

・
農
地
保
全
策
の
拡
充
な
ど
）

●
産
業
振
興
（
区
内
事
業
者
支
援
策
の

充
実
、
新
た
な
都
市
型
産
業
等
の
誘
致
、

区
内
共
通
商
品
券
の
発
行
支
援
、
商
農

工
・
産
学
公
連
携
の
促
進
な
ど
）

●
高
齢
者
・
障
害
者
施
策
（
高
齢
者
の

生
き
が
い
活
動
へ
の
支
援
、
在
宅
生
活

を
支
え
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設

の
充
実
や
見
守
り
施
策
の
展
開
、
障
害

者
の
地
域
生
活
支
援
の
拡
充
、
福
祉
人

材
の
確
保
・
育
成
策
の
充
実
な
ど
）

●
安
全
・
安
心
（
区
内
建
築
物
の
耐
震

化
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
と
さ
ら
な
る

減
災
対
策
の
展
開
、
若
年
層
に
対
す
る

防
災
人
材
育
成
策
の
推
進
、
急
増
す
る

自
転
車
事
故
防
止
対
策
の
強
化
、
豪
雨

自

由

民

主

党

世
田
谷
区
議
団

対
策
の
着
実
な
推
進
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
の
充
実
な
ど
）

●
街
づ
く
り
（
地
域
主
体
の
街
づ
く
り

の
推
進
、
優
先
整
備
路
線
の
整
備
促
進

や 
狭 

き
ょ
う 
隘 
道
路
拡
幅
な
ど
に
よ
る
災
害
に

あ
い

強
い
街
づ
く
り
の
推
進
、
開
か
ず
の
踏

切
解
消
に
向
け
た
鉄
道
立
体
化
の
促
進

な
ど
）

●
子
ど
も
施
策
（
保
育
サ
ー
ビ
ス
待
機

児
対
策
の
推
進
、
在
宅
子
育
て
支
援
策

の
拡
充
、
需
要
が
高
ま
る
新
Ｂ
Ｏ
Ｐ
事

業
の
充
実
や
環
境
整
備
な
ど
）

●
教
育
（
学
校
適
正
配
置
の
推
進
、
９

年
教
育
を
見
据
え
た
教
育
活
動
の
充
実
、

地
域
と
連
携
し
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

な
ど
）

　

私
た
ち
自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

は
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち

世
田
谷
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

謹
賀
新
年
。
日
ご
ろ
か
ら
温
か
い
ご

支
援
賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
総
選
挙
に
て
、
無
駄
遣
い
の

一
掃
、
子
育
て
・
教
育
、
年
金
・
医
療
、

介
護
や
雇
用
な
ど
暮
ら
し
の
安
心
を
政

策
の
柱
に
掲
げ
て
、
我
が
民
主
党
が
大

き
な
ご
支
持
を
賜
り
、
政
権
交
代
が
実

現
い
た
し
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
厳
し

い
社
会
経
済
情
勢
下
、
皆
様
か
ら
の
ご

期
待
を
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

民
主
党
政
権
の
も
と
、
本
年
度
よ
り

区
議
会
で
は
民
主
党
メ
ン
バ
ー
の
み
の

会
派
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
行
政
改
革
・
議
会
改
革
を
さ
ら
に

進
め
て
財
源
を 
捻 ねん 
出 
し
、
子
育
て
・
介

し
ゅ
つ

護
・
雇
用
と
い
っ
た
喫
緊
の
生
活
課
題

に
迅
速
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
将
来

を
見
据
え
た
教
育
・
環
境
・
街
づ
く
り

の
諸
課
題
に 
対  
峙 
し
、
子
ど
も
た
ち
が

た
い 

じ

未
来
に
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
尽
力
し
て
参
る
所

存
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成　

年
度
会
派
予

２２

算
要
望
と
し
て
掲
げ
た
以
下
の
政
策
項

目
に
重
点
を
置
き
、
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

敢
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
の
実
現

　

子
育
て
・
保
育
の
充
実
に
加
え
、
幼

児
健
診
や
教
育
環
境
、
学
童
保
育
の
改

善
な
ど
少
子
化
対
策
全
般
を
求
め
ま
し

た
。

柑
低
負
担
高
満
足
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

構
築

　

高
齢
者
と
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
充
実
と
、
都
立
梅
ケ
丘
病

院
跡
地
の
小
児
医
療
充
実
化
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

桓
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世

田
谷
の
実
現

　

い
つ
ま
で
も
こ
の
地
域
で
暮
ら
せ
る

よ
う
環
境
対
策
や
防
犯
対
策
、
新
た
な

産
業
政
策
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
２
年
半
皆
様
か
ら
の
ご
要

望
を
政
策
に
反
映
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

本
年
も
よ
り
一
層
の 
叱  
咤 
激
励
を
賜
り

し
っ 

た

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年
。「
せ
た
が
や
政
策
会
議
」
は

区
議
会
で
唯
一
供
政
党
に
属
さ
な
い
市

民
派
議
員
の
交
渉
会
派
僑
で
す
。
時
あ

た
か
も
政
権
交
代
直
後
で
地
方
自
治
の

現
場
は
困
惑
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
一
貫
し
て
区
民
目
線
で
考
え
、
一

切
の
し
が
ら
み
な
く
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
ま
た
「
批
判

は
し
た
が
自
分
た
ち
に
は
で
き
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
常
に
自
戒

し
責
任
あ
る
発
言
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

区
役
所
の
ム
ダ
を
排
し
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
、
災
害
対
策
、
地
域
の

 
要 
と
し
て
の
出
張
所
、
そ
し
て
住
宅
都

か
な
め

市
世
田
谷
と
し
て
み
ど
り
の
増
大
に
積

極
的
に
発
言
し
て
参
り
ま
す
。

迎
春　

下
北
沢
の
街
中
に
幹
線
道
路
を

通
す
な
。踏
切
解
消
よ
り
も
道
路
新
設
、

高
層
開
発
優
先
の
連
立
事
業
見
直
し
を
。

京
王
線
は
全
線
地
下
化
を
。二
子
玉
川
、

外
環
の
見
直
し
を
。
新
政
権
に
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
実
行
さ
せ
よ
う
。

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7

　

謹
賀
新
年
、
国
政
で
の
事
業
仕
分
け

は
無
駄
の
排
除
に
有
効
で
し
た
。
区
で

の
仕
分
け
は
ま
ず
区
長
や
議
員
か
ら
実

施
す
べ
き
で
す
。
区
民
の
税
金
を
食
い

物
に
す
る
職
業
議
員
・
多
選
議
員
の
総

取
替
え
を
！
仕
分
け
人
は
あ
な
た
で
す
。

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7

慶
春　

た
っ
た
一
人
の
議
員
で
も
条
理

を
尽
く
し
た
議
論
が
あ
れ
ば
、
多
く
の

こ
と
を
変
え
ら
れ
る
の
が
実
感
で
す
。

少
数
派
の
声
、
周
囲
の
無
理
解
に
苦
し

む
人
た
ち
の
声
を
代
弁
し
ま
す
。
合
言

葉
は
、
ち
い
さ
な
声
、
社
会
に
届
け
！
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世
田
谷
区
議
会

民

主

党

せ
た
が
や
政
策
会
議

無
党
派
市
民

区
民
の
会

レ
イ
ン
ボ
ー
世
田
谷

 大  庭 　  正  明 
おお ば まさ あき

〒１５７－００６３
粕谷３－１５－３
３３０７－１１７９

 小  泉 　たま子
こ いずみ

〒１５７－００６８
宇奈根３－１４－２８
３４１５－０３０５

 田  中 　  優  子 
た なか ゆう こ

〒１５６－００４３
松原４－３４－２０－３０９
３３２２－８１３１

あべ　  力  也 
りき や

〒１５７－００７６
岡本１－３８－１４－３０６
６８０５－６１８１

 上  川 　 あや
かみ かわ

〒１５６－００５１
宮坂２－８－２
３４３９－３３８４

 川  上 　  和  彦 
かわ かみ かず ひこ

〒１５７－００６１
北烏山６－１８－１７－３０３
５３８４－５１８２

 上  島 よしもり
かみ しま

〒１５４－００１２
駒沢１－２－７－Ｃ棟
５４３３－５１６６

 大  場 やすのぶ
おお ば

〒１５４－００１１
上馬２－１－７
５４８６－６８００

 石  川 　  征  男 
いし かわ ゆき お

〒１５７－００７２
祖師谷１－９－１６
３４８３－５１１１

 新  川 　  勝  二 
しん かわ かつ じ

〒１５４－００１１
上馬５－１９－１６－３０１
３４２９－５６５０

 山  内 　  彰 
やまの うち あきら

〒１５４－０００１
池尻４－２９－１８
３４１１－１４８８

 山  口 ひろひさ
やま ぐち

〒１５８－００８２
等々力２－２３－６－３０３
３７０２－１８１９

 畠  山 　  晋  一 
はたけ やま しん いち

〒１５６－００４１
大原１－１６－３－１１２
３４６６－７００５

 鈴  木 　  昌  二 
すず き しょう じ

〒１５８－００９５
瀬田４－７－１１－６０６
３７０９－３４２２

 菅  沼 　つとむ
すが ぬま

〒１５４－００１５
桜新町１－１４－１８
３４２８－２１６１

 下  山 　  芳  男 
しも やま よし お

〒１５４－００１１
上馬４－２－５
３４１８－２８６９

 宍  戸 　のりお
しし ど

〒１５６－００４３
松原３－２９－１８
３３２３－７２２３

 小  畑 　  敏  雄 
こ はた とし お

〒１５７－００６６
成城４－１９－７
３４８４－８８４８

 風  間 　ゆたか
かざ ま

〒１５４－０００２
下馬３－２４－１９
６９１４－９０５３

 上  杉 　  裕  之 
うえ すぎ ひろ ゆき

〒１５６－００５２
経堂１－３６－４－１１７
５４２６－４６４１

 稲  垣 まさよし
いな がき

〒１５８－００９１
中町５－２８－１
５７５８－７４００

 中  塚 　さちよ
なか つか

〒１５６－００５５
船橋１－１－１１　松本ビル３階

３４２９－６０７８

すがややすこ
〒１５７－００６４
給田５－２－１３－１１５
０９０－３２４４－９５０４

 重  政 はるゆき
しげ まさ

〒１５６－００４３
松原４－３２－３
３３２４－９６３８

 藤  井 　 まな
ふじ い

〒１５４－００１２
駒沢３－７－９－１０７
３４８７－１２６７

 西  村 じゅんや
にし むら

〒１５７－００６２
南烏山５－１１－１７－２０５
５３１３－０１５０

 中  村 　 公  太  朗 
なか むら こう た ろう

〒１５８－００８２
等々力８－２１－３－２０６
０９０－８０５０－２７５０

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年（（（（（（（（（（（（（（（（（２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００年年年年年年年年年年年年年年年年年）））））））））））））））））２２年（２０１０年）年年年年年年年年年年年年年年年年年年頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭ににににににににににににににににに当当当当当当当当当当当当当当当当当たたたたたたたたたたたたたたたたたっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててて頭に当たって 平成２１年１２月１８日現在

 木  下 　  泰  之 
きの した やす ゆき

〒１５５－００３３
代田４－２４－１５－１０２
５３５５－１２８３
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公

明

党

世
田
谷
区
議
団

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
公
明
党
へ
の
温

か
な
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
政
権
交
代
と
い
う
大

き
な
う
ね
り
の
中
で
、
政
治
的
に
も
社

会
的
に
も
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
一
昨
年
か
ら

の
世
界
同
時
不
況
の
波
は
、
依
然
と
し

て
影
響
を
与
え
続
け
、
我
が
国
の
経
済

再
生
へ
の
条
件
は 
未 
だ
整
っ
て
お
ら
ず
、

い
ま

依
然
と
し
て
失
業
率
は
上
昇
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
不
安
定
下
の
中
、

世
田
谷
区
の
来
年
度
以
降
の
財
政
運
営

は
、
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
待
機
児
対
策
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
、
緊
急
経
済
対
策
な
ど
の
喫

緊
の
課
題
は
山
積
を
し
て
お
り
、
解
決

へ
向
け
た
加
速
度
を
更
に
増
し
な
が
ら
、

即
応
性
を
備
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
明
党

世
田
谷
区
議
団
は
「
生
活
現
場
」
か
ら

政
策
を
積
み
上
げ
、
真
に
区
民
の
ニ
ー

ズ
に 
応 
え
ら
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い

こ
た

く
こ
と
を
宣
言
し
、
次
の
諸
課
題
に
つ

い
て
、具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
子
ど
も
の
た
め
に
（
保
育
待
機
児
解

消
や
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
確

立
、
公
教
育
の
復
権
）

�
働
く
人
の
た
め
に
（
区
内
で
の
雇
用

創
出
や
内
需
主
導
型
へ
の
転
換
）

�
お
年
寄
り
の
た
め
に
（
高
齢
者
の
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
地
区

福
祉
機
能
の
強
化
）

�
健
康
の
た
め
に
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
・
が
ん
検
診
の
充
実
）

�
環
境
の
た
め
に
（ 

削
減
へ
の
具
体

的
取
り
組
み
や
「
み
ど
り　

」
達
成

３３

へ
向
け
た
公
園
整
備
と
農
地
保
全
）

�
介
護
の
た
め
に
（
都
立
梅
ケ
丘
病
院

跡
地
利
用
に
よ
る
総
合
拠
点
整
備
や

介
護
従
事
者
の
待
遇
改
善
）

　

公
明
党
は
、　

人
の
地
方
議
員
の
ネ

３０００

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
軸
に
、
区
民
一
人
一

人
の
生
命
・
生
活
・
生
存
の
確
保
こ
そ

政
治
の
使
命
で
あ
る
と
す
る
「
人
間
主

義
」
の
理
念
に
基
づ
き
、「
福
祉
・
教
育

・
平
和
の
党
」
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も

現
場
主
義
で
、
ど
こ
ま
で
も
生
活
者
の

視
点
で
、
全
力
で
働
い
て
参
り
ま
す
。

CO2

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
主
権
者
・
国
民
の
力
が
自

民
、
公
明
政
権
を
退
場
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
民
が
期
待
す
る
新
し
い
政
治
を
実

現
す
る
た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
「
建

設
的
野
党
」と
し
て
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
廃
止
、
労
働
者
派
遣
法
抜

本
改
正
で
、
く
ら
し
を
守
る
政
治
の
実

現
に
奮
闘
し
ま
す
。
ダ
ム
建
設
、
高
速

道
路
の
中
止
な
ど
、
ム
ダ
な
公
共
事
業

の
見
直
し
を
す
す
め
ま
す
。

　

世
田
谷
で
は
、外
環
道
建
設
の
中
止
、

二
子
玉
川
再
開
発
や
下
北
沢
な
ど
の
大

型
道
路
建
設
の
見
直
し
が
課
題
で
す
。

　

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
公
共
事
業

を
見
直
し
、
認
可
保
育
園
の
増
設
や
就

学
援
助
の
拡
充
な
ど
子
育
て
支
援
を
す

す
め
、
介
護
保
険
の
減
免
拡
充
、
特
養

ホ
ー
ム
の
増
設
に
取
り
組
み
ま
す
。
中

小
企
業
の
融
資
拡
充
や
公
契
約
条
例
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
を
核
兵
器
廃
絶
の
転
機
の
年
に

す
る
た
め
に
、
５
月
の
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
の
成
功
の
た

め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
貫
し
て
「
政

治
を
生
活
の
た
め
に
」 
活 
か
す
活
動
を

い

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
区
民
の
み
な

さ
ま
が
豊
か
な
世
田
谷
の
暮
ら
し
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
以
下
の
重
点
施
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
を
強
化
し
、

教
育
と
若
者
施
策
を
充
実
さ
せ
る

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
し
く
み

と
施
設
整
備
を
拡
充
す
る

●
区
民
が
守
り
育
て
て
き
た
み
ど
り
・

景
観
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

●
太
陽
光
・
太
陽
熱
、
風
力
、
雨
水
な

ど
の
活
用
を
は
か
り
、
資
源
回
収
を

す
す
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
循
環

型
の
社
会
を
つ
く
る

●
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
を
根
絶
す
る

　

新
し
い
年
の
幕
開
け
、
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

政
権
交
代
に
伴
い
、
区
民
生
活
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
区
民
主
体

の
社
会
の
実
現
、
安
定
し
た
経
済
の
確

立
と
社
会
保
障
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

男
女
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
、仕
事
と
生
活
を
両
立
で
き
る
環
境
、

個
性
が
輝
く
生
活
文
化
都
市
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
保
障
す
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て 
邁  
進 
い
た
し
ま
す
。

ま
い 
し
ん

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
不
安
を
感
じ
る
昨
今
、
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は

個
人
も
地
域
も
同
じ
で
す
。
健
康
に
は

夢
が
広
が
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

謹
賀
新
年　

区
民
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
区
民
福
祉
向

上
に
向
け
、
今
年
も
皆
様
の
立
場
に
立

っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
の
声
を
生
か
す

努
力
を
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7

7 777777777777777777777777777777777
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7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

7 7777777777777777777777777777777777777777777777777

 青  空 　こうじ
あお ぞら

〒１５６－００４１
大原１－１３－７
３４８５－２７２６

日

本

共

産

党

世
田
谷
区
議
団

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

世
田
谷
区
議
団

社

会

民

主

党

世
田
谷
区
議
団

世
田
谷
無
所
属
の
会

無

所

属

7 77777777777777777777777777777777

 岡  本 　のぶ子
おか もと

〒１５６－００５４
桜丘４－１１－１５
３４２７－０５５７

 市  川 　  康  憲 
いち かわ やす のり

〒１５８－００８２
等々力７－２４－１５
３７０４－８０９５

 板  井 　  斎 
いた い ひとし

〒１５８－００８７
玉堤１－１６－２８
３７０４－８４０５

 飯  塚 　  和  道 
いい づか かず みち

〒１５４－０００２
下馬５－７－６
３４１０－２７５７

 諸  星 　  養  一 
もろ ほし よう いち

〒１５４－００１６
弦巻１－２８－１８
３４２６－７１９７

 平  塚 　  敬  二 
ひら つか けい じ

〒１５４－００２２
梅丘３－４－１２
３４２０－０２４０

 高  橋 　  昭  彦 
たか はし あき ひこ

〒１５６－００４４
赤堤２－３０－１２
３３２７－０４４３

 高  久 　  則  男 
たか く のり お

〒１５４－０００５
三宿２－１４－７－３０４
３４２２－０８２８

 杉  田 　  光  信 
すぎ た みつ のぶ

〒１５７－００６１
北烏山６－３２－１６
３３０８－４０３３

 佐  藤 　  弘  人 
さ とう ひろ と

〒１５７－００７１
千歳台３－２１－１４
３４８２－７７３２

 竹  村 　  津  絵 
たけ むら つ え

〒１５８－００９１
中町４－１－８
３７０３－０４５１

 桜  井 　  純  子 
さくら い じゅん こ

〒１５７－００６５
上祖師谷５－２０－５
３３２６－９６６５

 吉  田 　  恵  子 
よし だ けい こ

〒１５４－００１２
駒沢２－１８－４－２０１
５４３０－９６９９

 桜  井 　  稔 
さくら い みのる

〒１５４－００２４
三軒茶屋１－６－１１
５４８１－２９２８

 岸 　  武  志 
きし たけ し

〒１５７－００６７
喜多見４－２８－１９　喜多見コーポ２０１

３４１５－６２４４

 村  田 　  義  則 
むら た よし のり

〒１５８－００８１
深沢４－７－１２
３７０２－３２０６

 中  里 　  光  夫 
なか ざと みつ お

〒１５５－００３３
代田２－３１－４－３０３
３７９５－７０９１

 里  吉 　 ゆみ
さと よし

〒１５７－００６３
粕谷３－２６－１６
３３０９－３７９２

 羽  田 　  圭  二 
はね だ けい じ

〒１５８－００９２
野毛３－１４－１－３０６
３７０２－３５５０

 唐  沢 　としみ
から さわ

〒１５８－００８３
奥沢４－２７－４
３７２７－２９５０

ひうち　 優  子 
ゆう こ

〒１５５－００３３
代田６－６－２２－１０２
３４６６－３８５８

区区内内農農園園ででののみみかかんん狩狩りりのの様様子子

 山  木 きょう子
やま き

〒１５４－０００２
下馬１－２９－６
５７１２－３２４５
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１１月２５日及び２６日の本会議で、６名の議員が
それぞれの会派を代表して質問を行いまし
た。その一部を要約してお伝えします。

代代 表表 質質 問問

 
外
環
道
整
備
に
対
す
る
区
長
の
対
応

質
問　

外
環
道
整
備
に
地
元
住
民
の
多

く
が
反
対
す
る
中
、
区
は
早
期
完
成
を

求
め
る
要
望
書
を
国
と
都
に
提
出
し
た
。

区
民
の
代
表
で
あ
る
区
長
な
ら
ば
整
備

推
進
の
意
見
に
偏
っ
た
行
動
は
改
め
よ
。

副
区
長　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
一

刻
も
早
い
事
業
開
始
を
求
め
た
も
の
だ
。

外
環
道
整
備
に
よ
る
区
民
へ
の
影
響

質
問　

外
環
道
は
地
域
住
民
に
と
っ
て

大
気
汚
染
な
ど
の
環
境
悪
化
を
も
た
ら

す
迷
惑
施
設
で
し
か
な
い
。
外
環
道
整

備
で
区
民
が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
示
せ
。

副
区
長　

首
都
圏
全
体
の
渋
滞
の
緩
和

や
環
境
の
改
善
な
ど
が
実
現
さ
れ
る
。

二
子
玉
川
再
開
発
計
画
の
見
直
し

質
問　

再
開
発
事
業
が
失
敗
し
た
場
合
、

穴
埋
め
に
税
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
。
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設

が
予
定
さ
れ
た
�
ａ
街
区
の
計
画
は
経

済
情
勢
を
踏
ま
え
て
抜
本
的
に
見
直
せ
。

拠
点
整
備
部
長　

魅
力
あ
る
計
画
と
な

る
よ
う
今
後
も
準
備
組
合
を
指
導
す
る
。

多
摩
川
暫
定
堤
防
の
高
さ
の
見
直
し

質
問　

多
摩
川
の
暫
定
堤
防
の
整
備
に

反
対
す
る
住
民
の
声
を
よ
そ
に
、
工
事

を
強
行
し
て
い
る
国
の
態
度
は
問
題
だ
。

堤
防
の
規
格
を
住
民
の
納
得
が
得
ら
れ

る
高
さ
と
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
よ
。

玉
川
支
所
長　

計
画
の
高
さ
が
住
民
を

守
る
た
め
に
必
要
だ
と
聞
い
て
い
る
。

認
可
保
育
園
の
最
低
基
準
へ
の
認
識

質
問　

国
は
待
機
児
解
消
に
向
け
て
認

可
園
の
認
可
の
最
低
基
準
を
緩
和
す
る

方
針
を
示
し
た
が
、
子
ど
も
の
安
全
や

健
全
な
発
達
を
支
え
る
に
は
基
準
の
引

き
上
げ
こ
そ
が
重
要
だ
。
見
解
を
示
せ
。

副
区
長　

国
や
都
の
動
向
な
ど
も
注
視

し
、
基
準
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
。

新
型
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
拡
充

質
問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
経
済
的
な
理
由
で
控
え
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
低
所
得

者
へ
の
一
層
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
よ
。

保
健
所
長　

全
額
免
除
や
半
額
程
度
の

費
用
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
共
産
党
世
田
谷
区
議
団

岸　

武
志
議
員

 
政
権
交
代
に
よ
る
区
予
算
へ
の
影
響

質
問　

新
政
権
の
も
と
で
多
く
の
事
業

の
執
行
が
停
止
さ
れ
、
自
治
体
で
は
相

当
な
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
政
権
交
代

に
よ
る
区
の　

年
度
当
初
予
算
へ
の
影

２２

響
に
つ
い
て
、
区
の
認
識
を
示
せ
。

区
長　

基
本
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
区
政

の
発
展
と
充
実
を
図
る
予
算
と
す
る
。

歳
入
減
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成

質
問　

不
況
に
よ
り　

年
度
の
歳
入
は

２２

大
幅
に
減
る
見
通
し
だ
。
財
政
の
健
全

性
を
堅
持
し
つ
つ
行
政
需
要
に
的
確
に

こ
た
え
る
た
め
、
優
先
課
題
を
明
確
に

し
た
め
り
張
り
あ
る
予
算
編
成
を
行
え
。

区
長　
 
急  
遽 
、
各
部
署
に
予
算
要
求
内

き
ゅ
う 
き
ょ

容
を
改
め
て
精
査
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
整
備
推
進

質
問　

身
近
な
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
の
場

を
整
備
す
る
こ
と
で
区
民
の
健
康
増
進

や
地
域
交
流
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
。

国
公
有
地
な
ど
も
活
用
し
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
の
整
備
を
一
層
進
め
よ
。

区
長　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
施
設

整
備
の
可
能
性
を
探
る
よ
う
指
示
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
地
域
優
先
利
用

質
問　

学
校
体
育
館
な
ど
は
地
域
の
拠

点
的
施
設
だ
が
、
地
域
団
体
が
継
続
的

に
利
用
し
に
く
い
状
況
だ
。
地
域
団
体

の
活
動
に
応
じ
優
先
利
用
も
可
能
と
す

る
よ
う
施
設
利
用
の
あ
り
方
を
見
直
せ
。

ス
ポ
ー
ツ

振
興
部
長　

教
育
委
員
会
と
検
討

を
深
め
学
校
に
協
力
を
要
請
し
て
い
く
。

世
田
谷
ら
し
い
新
産
業
へ
の
支
援

質
問　

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の
さ
ら

な
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
新
産
業
の

誘
致
や
集
積
に
向
け
区
が
支
援
す
る
と

し
た
情
報
関
連
産
業
な
ど
を
、
世
田
谷

の
個
性
あ
る
産
業
と
し
て
根
づ
か
せ
よ
。

副
区
長　

今
後
の
展
開
を
見
き
わ
め
、

支
援
の
手
法
を
組
み
立
て
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化

質
問　

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
対
象
者
に

迅
速
に
接
種
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
、

区
が
適
時
適
切
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
を
講
じ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

今
後
も
感
染
拡
大
防
止
策
を
推
進
せ
よ
。

自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

下
山　

芳
男
議
員

副
区
長　

強
毒
性
に
備
え
る
計
画
を
策

定
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
の
充
実

質
問　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
支
援
の
充
実
が
必
要
だ
。

高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
福

祉
人
材
育
成
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
支

援
な
ど
実
効
性
あ
る
施
策
を
展
開
せ
よ
。

地
域
福
祉
部
長　

予
防
と
早
期
発
見
か

ら
ケ
ア
ま
で
総
合
的
な
対
策
を
進
め
る
。

障
害
者
の
地
域
生
活
の
支
援

質
問　

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
べ
き
だ
。
地
域

の
関
係
機
関
が
参
加
す
る
地
域
自
立
支

援
協
議
会
を
活
用
し
、
障
害
者
を
地
域

全
体
で
支
え
る
体
制
を
強
化
せ
よ
。

保
健
福
祉
部
長　

個
別
支
援
会
議
の
開

催
な
ど
、
支
援
体
制
を
一
層
充
実
す
る
。

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
拡
充

質
問　

突
然
の
子
ど
も
の
病
気
の
際
に
、

会
社
を
休
め
ず
、
預
け
ら
れ
る
保
育
施

設
も
見
つ
か
ら
ず
苦
労
し
て
い
る
保
護

者
が
多
い
。
不
足
し
て
い
る
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
を
積
極
的
に
整
備
せ
よ
。

副
区
長　

医
療
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
一
層
の
拡
充
に
向
け
て
検
討
す
る
。

京
王
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

質
問　

京
王
線
連
立
化
は
、
都
市
計
画

変
更
素
案
の
説
明
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

実
現
へ
の
道
筋
が
見
え
て
き
た
。
連
立

化
に
よ
る
開
か
ず
の
踏
切
解
消
に
向
け

た
沿
線
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
。

交
通
政
策
部
長　

区
民
と
と
も
に
安
全

安
心
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

豪
雨
対
策
と
し
て
の
下
水
道
の
整
備

質
問　

豪
雨
対
策
に
は
雨
水
管
の
整
備

促
進
が
有
効
だ
。
水
害
に
強
い
安
全
安

心
の
ま
ち
世
田
谷
の
実
現
に
向
け
、
分

流
式
下
水
道
地
域
に
お
け
る
雨
水
管
の

整
備
率
向
上
を
都
に
働
き
か
け
よ
。

土
木
事
業
部
長　

都
と
の
連
携
を
図
り
、

早
期
整
備
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

世
田
谷
９
年
教
育
の
理
念

質
問　

実
施
予
定
の
世
田
谷
９
年
教
育

を
小
中
学
校
の
連
携
で
終
わ
ら
せ
て
は

な
ら
な
い
。
子
ど
も
が
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
や
み
ず
か
ら
判
断
し
行
動
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
も
の
と
せ
よ
。

教
育
長　

小
中
学
校
が
一
体
と
な
り
質

の
高
い
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

の
一
つ
と
し
て
受
け
と
め
る
。

二
子
玉
川
再
開
発
で
の
公
益
施
設
整
備

質
問　

人
が
集
い
、
都
市
生
活
を
満
喫

で
き
る
魅
力
的
な
公
共
空
間
を
創
出
す

べ
き
だ
。
新
し
い
都
市
拠
点
を
つ
く
る

二
子
玉
川
再
開
発
で
は
、
文
化
芸
術
ホ

ー
ル
な
ど
の
公
益
施
設
の
設
置
を
図
れ
。

拠
点
整
備
部
長　

二
子
玉
川
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
の
整
備
誘
導
を
働
き
か
け
る
。

若
者
の
就
労
環
境
の
整
備

質
問　

若
者
が
夢
を
持
ち
挑
戦
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
就
労
環
境
を
整

備
す
べ
き
だ
。
区
が
誘
致
や
集
積
を
目

指
す
新
た
な
産
業
が
意
欲
あ
る
若
者
の

雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
取
り
組
め
。

産
業
政
策
部
長　

民
間
活
力
が
就
労
に

一
層
効
果
的
に
結
び
つ
く
よ
う
努
め
る
。

青
少
年
へ
の
総
合
的
な
支
援

質
問　

心
の
病
や
ひ
き
こ
も
り
の
増
加
、

雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
青
少
年
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
だ
。
こ
れ
ら

に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
部
署
を
設
け
、

青
少
年
施
策
を
総
合
的
に
展
開
せ
よ
。

子
ど
も
部
長　

子
ど
も
・
青
少
年
問
題

協
議
会
答
申
も
踏
ま
え
施
策
を
考
え
る
。

 
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
際
交
流

質
問　

小
中
学
生
の
海
外
派
遣
の
拡
大

を
初
め
、
国
際
交
流
を
拡
充
す
べ
き
だ
。

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
で
み
ず
か
ら
の

基
盤
を
再
認
識
す
る
た
め
に
も
韓
国
な

ど
の
都
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
行
え
。

区
長　

議
会
な
ど
で
の
議
論
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

区
内
へ
の
道
の
駅
の
整
備

質
問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
収
益

性
を
備
え
た
公
共
施
設
を
整
備
す
べ
き

だ
。
世
田
谷
み
や
げ
の
販
売
や
区
政
情

報
発
信
の
拠
点
、
さ
ら
に
は
観
光
資
源

と
も
な
る
本
格
的
な
道
の
駅
を
つ
く
れ
。

政
策
経
営
部
長　

外
環
道
整
備
の
機
会

な
ど
を
と
ら
え
て
研
究
す
る
。

自
転
車
走
行
レ
ー
ン
の
整
備

質
問　

交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
、
自
転

車
の
安
全
な
走
行
環
境
を
整
備
す
べ
き

だ
。
通
勤
通
学
時
の
自
転
車
利
用
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
早
急
に
車

道
に
自
転
車
走
行
レ
ー
ン
を
設
置
せ
よ
。

副
区
長　

今
後
と
も
交
通
管
理
者
と
連

携
し
、
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
。

薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
実
施

質
問　

薬
物
乱
用
が
拡
大
し
て
お
り
、

特
に
低
年
齢
化
の
防
止
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
薬
物
の
使
用
は
犯
罪
で
あ
る
こ
と

の
啓
発
な
ど
を
行
う
薬
物
乱
用
防
止
教

室
を
区
立
中
学
校
で
実
施
せ
よ
。

教
育
政
策
部
長　

今
後
も
計
画
的
に
実

施
す
る
よ
う
全
区
立
校
に
働
き
か
け
る
。

が
ん
対
策
の
強
化

質
問　

乳
が
ん
と
子
宮 
頸 
が
ん
の
検
診

け
い

無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
は
、
早
期
発
見
の

点
か
ら
大
変
有
効
だ
。
が
ん
対
策
の
強

化
に
向
け
、
今
後
も
事
業
を
継
続
せ
よ
。

保
健
所
長　

国
の
事
業
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
対
策
の
強
化
を
図
る
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

質
問　

高
齢
者
の
見
守
り
を
初
め
と
す

る
福
祉
や
介
護
、
医
療
の
課
題
解
決
の

 
鍵 
は
現
場
の
声
に
敏
感
に
反
応
で
き
る

か
ぎま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
。
福
祉

の
部
署
を
組
み
入
れ
機
能
を
強
化
せ
よ
。

副
区
長　

今
後
検
証
す
る
重
要
な
課
題

公
明
党
世
田
谷
区
議
団

諸
星　

養
一
議
員

 
事
業
仕
分
け
の
導
入

質
問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
基
金

の
取
り
崩
し
を
最
小
限
に
食
い
と
め
安

定
し
た
区
政
運
営
を
行
う
に
は
、
無
駄

な
支
出
の
削
減
が
不
可
欠
だ
。
国
に
倣

い
、
区
も
事
業
仕
分
け
を
導
入
せ
よ
。

副
区
長　

従
来
の
取
り
組
み
と
比
較
検

討
し
、
区
独
自
の
手
法
を
開
発
し
た
い
。

大
型
公
共
事
業
の
見
直
し

質
問　

国
が
補
助
金
の
見
直
し
を
進
め

る
中
、
公
共
事
業
に
係
る
補
助
金
収
入

の
見
通
し
は
不
透
明
だ
。
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
補
助　

号
線
や
仮
称

54

二
子
玉
川
公
園
の
整
備
計
画
を
見
直
せ
。

道
路
整
備
部
長　

必
要
な
事
業
と
考
え
、

財
源
の
確
保
と
堅
実
な
執
行
に
努
め
る
。

保
育
施
設
の
着
実
な
整
備

質
問　

区
は　

年
度
に
約　

名
分
の
保

22

1200

育
受
入
枠
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
。

確
実
に
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
保

育
施
設
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
め
。

副
区
長　

目
標
達
成
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
に
よ
り
全
力
で
取
り
組
む
。 

障
害
者
自
立
支
援
法
見
直
し
へ
の
対
応

質
問　

国
は
障
害
者
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
に
向
け
応
能
負
担
に
よ
る
障
害
者

福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

区
と
し
て
も
利
用
者
負
担
を
軽
減
し
、

質
量
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
れ
。

保
健
福
祉
部
長　

今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
、
事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
。

教
育
委
員
会
の
あ
り
方
の
検
討

質
問　

教
育
委
員
会
の
あ
り
方
を
廃
止

も
含
め
て
検
討
す
べ
き
だ
。
教
育
委
員

会
の
必
置
規
制
を
見
直
し
選
択
制
を
導

入
す
る
こ
と
へ
の
区
長
の
見
解
を
示
せ
。

区
長　

施
策
の
原
点
は
教
育
に
あ
り
、

教
育
委
員
会
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

ご
み
減
量
へ
の
効
果
的
な
普
及
啓
発

質
問　

清
掃
一
組
へ
の
各
区
の
分
担
金

の
算
出
方
法
が
ご
み
量
割
と
な
る　

年
22

度
以
降
は
、
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み

が
一
層
重
要
だ
。
区
民
の
意
識
改
革
に

つ
な
が
る
効
果
的
な
普
及
啓
発
を
行
え
。

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル

部
長　

き
め
細
か
な
普
及

啓
発
や
環
境
学
習
の
推
進
な
ど
を
行
う
。

世
田
谷
区
議
会
民
主
党

中
塚　

さ
ち
よ
議
員

区指定有形文化財に指定された桜木遺跡出土の縄文時代遺物一括
（一部を掲載） 

縄文土器 縄文土器 石器
（ 石  鏃 ）

せき ぞく
石器

（打製 石  斧 ）
せき ふ
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代代 表表 質質 問問

一　般　質　問一　般　質　問

１１月２６日及び２７日の本会議では、３０名の議員が
区政をめぐる諸課題について質問を行いまし
た。その一部を要約してお伝えします。

最
終
処
分
場
の
埋
立
て
処
理
費
の
改
定

質
問　

各
区
は
都
が
運
営
す
る
最
終
処

分
場
の
延
命
を
図
っ
た
が
、
不
燃
ご
み

減
量
に
伴
い
処
理
に
か
か
る
固
定
費
を

維
持
で
き
ず
、
都
は
埋
立
処
理
費
の
値

上
げ
を
要
請
し
た
。
区
長
は
抗
議
せ
よ
。

区
長　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
課
題
を
検

証
し
、
各
区
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。　

二
子
玉
川
再
開
発
の
進
め
方

質
問　

地
域
住
民
と
の
議
論
が
尽
く
さ

れ
な
い
ま
ま
、
�
ａ
街
区
の
事
業
認
可

が
申
請
さ
れ
た
。
今
後
の
法
に
基
づ
く

手
続
で
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
事
業

計
画
の
修
正
も
必
要
だ
。
見
解
を
示
せ
。

副
区
長　

区
民
が
期
待
す
る
施
設
と
な

る
よ
う
事
業
予
定
者
を
指
導
す
る
。

高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備

質
問　

都
は
低
所
得
高
齢
者
向
け
の
都

市
型
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
表
明
し
た
。

区
も
福
祉
と
住
宅
の
部
署
の
連
携
に
よ

り
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
を
進
め
よ
。

副
区
長　

次
期
住
宅
整
備
方
針
に
具
体

策
を
掲
げ
る
な
ど
今
後
も
対
応
を
図
る
。

子
ど
も
施
策
へ
の
子
ど
も
の
参
画

質
問　

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
展
開
す
る
に
は
計
画
段
階
か
ら
の
子

ど
も
の
参
画
が
不
可
欠
だ
。
意
見
が
施

策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も

自
身
が
実
感
で
き
る
取
り
組
み
を
行
え
。

副
区
長　

今
後
も
意
見
表
明
の
場
を
設

け
、
子
ど
も
の
参
画
に
取
り
組
む
。

中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り

質
問　

池
尻
児
童
館
を
活
動
拠
点
と
す

る
中
高
生
が
児
童
館
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
提
案
な
ど
を
調
査
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
た
。
こ
う
し
た
提
案
を
生
か
し
、

中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
よ
。

副
区
長　

中
高
生
の
声
を
取
り
入
れ
居

場
所
づ
く
り
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
。

食
の
安
全
安
心
の
確
保

質
問　

食
の
安
全
を
確
保
す
る
に
は
、

現
在
の
食
品
表
示
制
度
で
は
不
十
分
だ
。

区
民
が
詳
細
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
改
正
へ
向
け
た
動
き
を
つ
く
れ
。

生
活
文
化
部
長　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

青
空　

こ
う
じ
議
員
（
無
所
属
）

子
ど
も
へ
の
授
業
態
度
の
指
導

質
問　

区
立
校
の
子
ど
も
の
大
多
数
は

授
業
態
度
が
よ
い
が
、
一
部
の
子
ど
も

は
授
業
態
度
が
悪
い
と
聞
く
。
し
っ
か

り
と
し
た
授
業
態
度
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
、
区
立
校
で
指
導
を
徹
底
せ
よ
。

答
弁　

意
欲
的
に
学
ぶ
授
業
が
行
わ
れ

る
よ
う
引
き
続
き
学
校
に
働
き
か
け
る
。

教
育
の
充
実
に
向
け
た
研
究
校
の
指
定

質
問　

教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
研
究

校
と
な
る
こ
と
は
、
教
員
の
意
欲
を
高

め
、
保
護
者
な
ど
か
ら
の
信
頼
確
保
に

も
つ
な
が
る
。
研
究
校
へ
の
名
乗
り
を

上
げ
る
学
校
が
ふ
え
る
よ
う
取
り
組
め
。

答
弁　

研
究
校
の
指
定
を
機
に
教
育
の

充
実
を
図
る
よ
う
今
後
も
働
き
か
け
る
。

若
手
教
員
へ
の
指
導
方
法
の
引
き
継
ぎ

質
問　

団
塊
世
代
の
教
員
の
大
量
退
職

に
よ
り
教
育
の
質
の
低
下
を
招
い
て
は

な
ら
な
い
。
若
手
教
員
が
指
導
力
不
足

と
な
ら
な
い
よ
う
、
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の

指
導
方
法
な
ど
を
確
実
に
引
き
継
げ
。

答
弁　

教
員
が
指
導
方
法
な
ど
を
受
け

継
い
で
発
展
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

岡
本　

の
ぶ
子
議
員
（
公　

明
）

世
田
谷
若
者
サ
ポ
ス
テ
の
機
能
強
化

質
問　

区
が
世
田
谷
若
者
サ
ポ
ス
テ
を

開
設
し
た
こ
と
は
若
者
支
援
の
大
き
な

一
歩
と
評
価
す
る
。
今
後
は
学
校
関
係

者
な
ど
と
の
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、

引
き
こ
も
り
防
止
に
も
役
割
を
果
た
せ
。

答
弁　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
効
果
的

な
支
援
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

福
祉
の
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

質
問　

せ
た
が
や
福
祉　

人
委
員
会
が

１００

ま
と
め
た
施
策
提
案
に
は
身
近
な
福
祉

の
諸
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
解
決
案

が
示
さ
れ
て
い
る
。
区
は
可
能
な
限
り

提
案
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
め
。

答
弁　

実
践
可
能
な
提
案
に
つ
い
て
、

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

新
保
育
マ
マ
へ
の
新
た
な
支
援

質
問　
　

年
度
か
ら
始
ま
る
新
制
度
で

２２

は
保
育
者
の
居
宅
以
外
で
も
保
育
が
可

能
と
な
る
。
保
育
場
所
を
円
滑
に
確
保

で
き
る
よ
う
商
店
街
の
空
き
店
舗
情
報

の
提
供
な
ど
の
支
援
に
努
め
よ
。

答
弁　

提
案
の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
工
夫
を
行
う
。

木
下　

泰
之
議
員
（
無
党
派
）

騒
音
対
策
な
き
安
上
が
り
の
高
架
素
案

質
問　

京
王
連
立
事
業
の
費
用
比
較
で

地
下
よ
り
高
架
が
優
位
は
、
騒
音
を
考

慮
せ
ず
側
道
を
ケ
チ
る
か
ら
だ
。
小
田

急
線
狛
江
工
区
で
は
南
北
側
道
で
あ
る

の
に
、
南
に
取
ら
な
い
理
由
を
示
せ
。

答
弁　

南
側
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
動

向
を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

騒
音
考
慮
す
れ
ば
地
下
化
こ
そ
優
位
だ

質
問　

密
集
地
で
の
鉄
道
高
架
化
は
騒

音
対
策
で
両
側
に　

ｍ
ず
つ
の
側
道
が

１３

必
要
と
の
専
門
家
意
見
が
あ
る
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
示
し
た
環
境
騒
音
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
区
は
理
解
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
は
詳
し
く
は
な
い
が
、

国
基
準
で
は
鉄
道
騒
音
は
適
用
除
外
だ
。

膨
ら
む
下
北
沢
駅
舎
と
消
え
た
通
行
路

質
問　

小
田
急
が
示
し
た
下
北
沢
駅
舎

イ
メ
ー
ジ
で
は
都
市
計
画
案
時
よ
り
駅

舎
長
さ
が
３
倍
と
な
り
、
以
前
区
か
ら

示
さ
れ
た
駅
南
側
の
通
路
が
姿
を
消
し

た
。
緊
急
車
両
も
通
れ
ぬ
の
は
問
題
だ
。

答
弁　

通
路
は
避
難
路
や
緊
急
車
両
の

通
行
路
と
し
て
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

宍
戸　

の
り
お
議
員
（
自　

民
）

環
境
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
づ
く
り

質
問　

環
境
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
づ

く
り
を
一
層
進
め
る
べ
き
だ
。
新
技
術

の
導
入
や
、
施
設
に
太
陽
光
発
電
と
省

エ
ネ
機
器
を
合
わ
せ
て
設
置
し
て
相
乗

効
果
を
生
み
出
す
な
ど
の
工
夫
を
行
え
。

答
弁　

低
コ
ス
ト
で
質
の
高
い
施
設
整

備
の
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

一
層
の
歳
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

質
問　

長
引
く
不
況
の
影
響
で
、
区
財

政
は
厳
し
い
状
況
だ
。
区
民
の
理
解
を

得
て
事
業
の
点
検
や
検
証
を
行
い
、
社

会
状
況
に
合
わ
な
く
な
っ
た
事
業
は
見

直
す
な
ど
、
一
層
の
歳
出
削
減
を
図
れ
。

答
弁　

区
の
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理

し
、
改
め
て
歳
出
削
減
に
取
り
組
む
。

債
権
の
適
正
管
理
の
徹
底

質
問　

厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
今
こ

そ
、
歳
入
の
確
保
と
負
担
の
公
平
性
の

確
保
が
一
層
重
要
だ
。
債
権
管
理
重
点

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
滞
納
の
予
防
や
債
権

回
収
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
よ
。

答
弁　

全
庁
を
挙
げ
て
財
源
確
保
と
負

担
の
公
平
性
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
。

田
中　

優
子
議
員
（
政　

策
）

ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
経
営
の
改
善

質
問　

区
施
設
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ

ワ
ー
最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
赤
字
経

営
へ
の
対
処
が
急
務
だ
。
指
定
管
理
者

が
経
営
改
善
を
行
わ
な
い
の
な
ら
民
間

事
業
者
に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
貸
し
出
せ
。

答
弁　

指
定
管
理
者
の
サ
ー
ビ
ス
公
社

に
経
営
状
況
の
改
善
な
ど
を
指
導
す
る
。

障
害
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
充

質
問　

障
害
者
や
そ
の
家
族
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
は
重

要
だ
。
区
内
で
不
足
し
て
い
る
障
害
者

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
早
急
に
拡
充
し
、

利
用
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
こ
た
え
よ
。

答
弁　

今
後
と
も
社
会
福
祉
法
人
な
ど

と
連
携
し
、
拡
充
に
一
層
取
り
組
む
。

投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
周
知

質
問　

投
票
所
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ

る
こ
と
の
周
知
が
不
十
分
な
た
め
、
投

票
を
あ
き
ら
め
た
人
が
い
る
と
聞
く
。

投
票
所
入
場
整
理
券
に
必
要
な
情
報
を

記
載
し
、
投
票
所
の
案
内
を
徹
底
せ
よ
。

答
弁　

体
が
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
必

要
な
内
容
を
整
理
し
、
改
善
す
る
。

上
川　

あ
や
議
員
（　

虹　

）

区
は
大
学
流
失
に 
無  
頓  
着 
す
ぎ
な
い
か

む 

と
ん 
ち
ゃ
く

質
問　

か
つ
て
区
内
に　

カ
所
あ
っ
た

２７

大
学
等
は
現
在　

カ
所
に
減
っ
て
い
る
。

２０

京
都
市
で
は
大
学
の
経
済
効
果
に
着
目
。

大
学
を
市
の
一
大
産
業
と
位
置
づ
け
移

転
抑
止
に
努
め
て
い
る
が
区
の
見
解
は
。

答
弁　

環
境
面
で
の
変
化
は
大
き
い
が
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
は
限
定
的
だ
。

自
治
体
間
の
大
学
誘
致
合
戦
に
対
処
を

質
問　

少
子
高
齢
化
を
見
据
え
、
区
部

の
自
治
体
間
で
大
学
の
誘
致
合
戦
が
始

ま
っ
て
い
る
。
足
立
区
で
は
過
去
４
年

間
で
４
大
学
、
１
万
人
の
学
生
誘
致
に

成
功
し
て
い
る
。
区
も
無
策
を
改
め
よ
。

答
弁　

区
の
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
と

区
内
大
学
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。

区
が
死
蔵
す
る
解
体
建
築
物
の
復
元

質
問　

区
が
文
化
財
的
価
値
が
高
い
と

し
て
解
体
保
管
し
た
旧
清
水
邸
離
れ
と

旧
棚
網
家
板
倉
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ　

年
３１

間
と　

年
間
、
区
は
死
蔵
し
た
ま
ま
だ
。

１９

由
緒
あ
る
資
産
を
区
民
に
還
元
せ
よ
。

答
弁　

建
築
部
材
の
活
用
方
法
や
全
庁

的
な
対
応
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

小
泉　

た
ま
子

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
田
谷
区
議
団

山
木　

き
ょ
う
子
議
員

減
収　

億
で
の
庁
舎
問
題
解
決
は
ム
リ

１４０

質
問　

庁
舎
問
題
は
財
政
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
。
基

金
の
大
幅
な
切
り
崩
し
さ
え
も
想
定
さ

れ
る
今
般
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
本
格
的
な
改
修
や
改
築
は
見
送
れ
。

副
区
長　

財
政
情
勢
を
十
分
念
頭
に
置

い
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
考
え
る
。

梅
ケ
丘
病
院
跡
地
計
画
に
つ
い
て

質
問　

景
気
悪
化
の
影
響
で
、
区
の
財

政
見
通
し
は
厳
し
い
状
況
だ
。
巨
額
の

支
出
を
伴
う
都
立
梅
ケ
丘
病
院
跡
地
の

取
得
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

副
区
長　

都
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

財
源
負
担
の
軽
減
策
の
検
討
も
必
要
だ
。

行
政
内
部
の
議
論
や
情
報
の
公
開

質
問　

国
保
料
の
延
滞
金
を
徴
収
す
る

か
否
か
の
重
大
な
判
断
を
区
は
議
会
で

の
議
論
を
経
ず
に
行
っ
て
い
た
。
行
政

内
部
で
議
論
を
完
結
さ
せ
る
姿
勢
を
改

め
、
内
部
の
議
論
や
情
報
も
公
表
せ
よ
。

保
健
福
祉
部
長　

議
論
の
経
過
に
つ
い

て
今
後
可
能
な
限
り
情
報
提
供
を
行
う
。

世
田
谷
の
子
育
て
支
援
施
策
の
特
色

質
問　

区
は
東
京
で
一
番
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
を 
標  
榜 
し
て
い
る
。
子
育
て

ひ
ょ
う 
ぼ
う

す
る
な
ら
北
区
が
一
番
を
掲
げ
る
北
区

と
当
区
の
取
り
組
み
の
違
い
を
示
せ
。

子
ど
も
部
長　

実
情
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
特
色
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

農
家
の
現
状
を
直
視
し
た
支
援

質
問　

区
内
の
全
農
家
が
兼
業
農
家
で

農
業
所
得
は
総
所
得
の
約
１
割
に
過
ぎ

な
い
上
に
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も

深
刻
だ
。
こ
の
現
状
を
直
視
し
、
区
内

農
業
を
守
る
現
実
的
な
対
策
を
講
じ
よ
。

産
業
政
策
部
長　

支
援
策
を
充
実
し
、

全
力
で
農
業
と
農
地
の
保
全
に
努
め
る
。

災
害
対
策
本
部
機
能
の
確
保

質
問　

財
政
難
を
理
由
に
、
区
の
災
害

対
策
本
部
機
能
が
劣
っ
て
い
る
問
題
を

先
送
り
に
は
で
き
な
い
。
庁
舎
問
題
と

の
一
体
的
な
解
決
が
難
し
い
今
、
庁
舎

問
題
と
は
切
り
離
し
て
解
決
策
を
探
れ
。

危
機
管
理
室
長　

災
害
対
策
本
部
機
能

を
有
し
た
一
体
的
な
庁
舎
が
望
ま
し
い
。

本
文
中
で
使
用
し
て
い
る
省
略
表
記

ス
ポ
ー
ツ

振
興
部
長
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

部
長

交
通
政
策
部
長
＝
交
通
政
策
担
当
部
長

土
木
事
業
部
長
＝
土
木
事
業
担
当
部
長

保
健
所
長
＝
世
田
谷
保
健
所
長

拠
点
整
備
部
長
＝
生
活
拠
点
整
備
担
当

部
長

清
掃
一
組
＝
東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合

玉
川
支
所
長
＝
玉
川
総
合
支
所
長

２１年１２月に新設された深沢の杜緑２１年１２月に新設された深沢の 杜 緑地地
ももりり

せ
た
が
や
政
策
会
議

大
庭　

正
明
議
員
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中
里　

光
夫
議
員
（
共　

産
）

下
北
沢
駅
前
広
場
を
見
直
せ

質
問　

区
が
示
し
た
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

あ
り
き
の
下
北
沢
駅
前
広
場
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
、
広
場
と
北
口
商
店
街
と
の
間

に
２
ｍ
以
上
の
擁
壁
の
様
な
段
差
が
で

き
る
。
都
市
計
画
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

答
弁　

地
元
商
店
街
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
高
低
差
に
配
慮
し
事
業
を
進
め
る
。

失
業
者
や
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

質
問　

最
悪
の
雇
用
情
勢
が
続
い
て
お

り
、
失
業
者
や
低
所
得
者
は
厳
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
就
学
援
助
や
区
民
税

減
免
の
拡
充
な
ど
の
負
担
軽
減
を
行
え
。

答
弁　

今
後
と
も
低
所
得
者
や
失
業
者

へ
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
。

京
王
線
連
立
事
業
の
情
報
の
公
開

質
問　

京
王
線
連
立
事
業
の
都
市
計
画

素
案
説
明
会
は
、
高
架
・
地
下
併
用
式

と
し
た
検
討
内
容
や
住
民
へ
の
影
響
が

説
明
さ
れ
ず
納
得
で
き
な
い
。
区
民
が

検
討
で
き
る
よ
う
情
報
を
公
開
せ
よ
。

答
弁　

今
後
も
区
民
が
検
討
の
際
に
必

要
な
情
報
に
関
し
て
丁
寧
に
対
応
す
る
。

す
が
や　

や
す
こ
議
員
（
民　

主
）

認
証
保
育
所
の
増
設

質
問　
　

年
４
月
ま
で
の
保
育
受
入
枠

２３

の
拡
大
計
画
を
認
可
園
の
整
備
だ
け
で

実
現
で
き
る
か
疑
問
だ
。
認
証
保
育
所

を
駅
か
ら
遠
く
て
も
設
置
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
認
証
保
育
所
も
増
設
せ
よ
。

答
弁　
　

戸
以
上
の
大
規
模
な
集
合
住

３００

宅
建
設
時
の
開
設
も
想
定
し
て
い
る
。

配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援

質
問　

配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
の
支
援

策
へ
の
理
解
が
低
い
区
立
校
が
あ
り
、

保
護
者
に
必
要
以
上
の
負
担
が
か
か
る

た
め
通
常
学
級
を
断
念
す
る
子
ど
も
が

い
る
。
全
校
に
支
援
策
の
活
用
を
促
せ
。

答
弁　

引
き
続
き
、
学
校
長
な
ど
に
支

援
策
の
適
切
な
活
用
の
周
知
を
図
る
。

桜
小
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
室
地
下
化
へ
の
対
応

質
問　

桜
小
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
室
が
改
築
に
よ

り
地
下
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て

保
護
者
か
ら
子
ど
も
の
健
康
面
や
安
全

面
へ
の
影
響
を
不
安
視
す
る
声
が
出
て

い
る
。
区
は
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　

改
築
後
の
子
ど
も
の
活
動
場
所

へ
の
人
的
配
置
な
ど
を
検
討
す
る
。

唐
沢　

と
し
み
議
員
（
社　

民
）

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
指
針
の
策
定

質
問　

区
は
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

指
針
の
策
定
に
向
け
、
区
民
と
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
聞
く
。

そ
こ
で
得
た
成
果
を
区
民
と
し
っ
か
り

共
有
し
、
政
策
に
十
分
に
生
か
せ
。

答
弁　

区
民
と
議
論
を
積
み
重
ね
、
区

民
自
治
と
協
働
の
一
層
の
展
開
を
図
る
。

国
の
事
業
仕
分
け
の
結
果
へ
の
対
応

質
問　

国
は
、
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業

を
含
め
た
事
業
仕
分
け
を
行
っ
て
い
る
。

区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
影
響
を
及
ぼ

す
際
は
区
民
に
直
ち
に
情
報
を
提
供
し
、

区
民
と
と
も
に
対
応
策
を
検
討
せ
よ
。

答
弁　

国
の
動
向
を
注
視
し
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
課
題
整
理
に
努
め
る
。

家
庭
教
育
支
援
の
充
実

質
問　

不
況
で
家
庭
内
の
心
の
余
裕
も

失
わ
れ
て
い
る
今
、
教
育
の
あ
り
方
を

示
す
だ
け
の
家
庭
教
育
支
援
で
は
不
十

分
だ
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
、

温
か
く
家
庭
を
支
援
す
る
施
策
を
行
え
。

答
弁　

家
庭
で
の
行
動
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
継
続
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

あ
べ　

力
也
議
員
（
区　

民
）

　

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動

２０２０質
問　

都
は
山
積
す
る
課
題
を
よ
そ
に
、

　

億
も
の
税
金
を
費
や
し　

年
の
オ
リ

１５０

２０１６

ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
を
行
っ
た
が
失
敗

し
た
。
都
は　

年
の
開
催
都
市
に
も
名

２０２０

乗
り
を
上
げ
た
が
区
は
追
随
す
る
の
か
。

答
弁　

都
か
ら
正
式
な
協
力
依
頼
は
受

け
て
お
ら
ず
、
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

区
立
文
化
施
設
の
観
覧
料
の
無
料
化

質
問　

世
田
谷
美
術
館
と
文
学
館
の
収

蔵
品
は
、
も
と
も
と
区
民
の
税
金
で
収

集
し
た
区
民
の
財
産
だ
。
有
料
で
の
観

覧
は
二
重
負
担
に
当
た
る
。 
全 
て
の
区

す
べ

民
に
常
設
展
の
観
覧
料
を
無
料
と
せ
よ
。

答
弁　

税
と
受
益
者
負
担
の
適
正
な
バ

ラ
ン
ス
確
保
の
点
で
研
究
課
題
と
す
る
。

犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
の
改
善

質
問　

区
の
犬
の
鑑
札
に
は
刻
印
が
薄

く
登
録
番
号
が
消
え
や
す
い
と
い
う
問

題
が
あ
り
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
に

は
紙
製
の
た
め
破
損
し
や
す
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
改
善
せ
よ
。

答
弁　

鑑
札
の
登
録
番
号
の
刻
印
と
、

注
射
済
票
の
耐
久
性
な
ど
を
改
善
す
る
。

重
政　

は
る
ゆ
き
議
員
（
民　

主
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
適
格
性

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
は
、
千
歳

温
水
プ
ー
ル
の
一
部
を
団
体
が
占
有
し

て
営
利
活
動
を
行
っ
て
い
る
状
態
を
野

放
し
に
し
て
い
る
。
当
該
財
団
は
指
定

管
理
者
と
し
て
適
格
だ
と
言
え
る
の
か
。

答
弁　

事
実
関
係
の
調
査
を
進
め
、
運

営
に
お
い
て
正
す
べ
き
点
は
正
す
。

特
別
支
援
学
級
の
設
置
の
推
進

質
問　

特
別
支
援
学
級
の
あ
る
区
立
中

は　

校
と
少
な
く
、
生
徒
が
集
中
し
て

１０
い
る
学
校
も
あ
る
。
通
学
面
の
負
担
軽

減
や
指
導
の
行
き
渡
る
学
習
環
境
の
確

保
の
た
め
、
全
校
へ
の
設
置
を
進
め
よ
。

答
弁　

地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
勘

案
し
て
、
計
画
的
な
設
置
を
進
め
る
。

学
校
施
設
改
修
で
の
優
先
順
位

質
問　

特
別
支
援
学
級
の
生
徒
が
使
う

ト
イ
レ
が
古
く
、
改
修
が
急
が
れ
る
区

立
中
が
あ
る
。
区
は
ど
の
よ
う
な
優
先

順
位
に
基
づ
き
学
校
施
設
の
改
修
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
を
明
確
に
示
せ
。

答
弁　

耐
震
性
能
の
確
保
を
最
優
先
に
、

各
校
の
現
状
を
踏
ま
え
改
修
し
て
い
る
。

鈴
木　

昌
二
議
員
（
自　

民
）

　

年
前
と
比
べ
た
水
質
と
大
気
の
状
況

３０質
問　
　

年
前
の
区
内
の
環
境
問
題
と

３０

言
え
ば
、
下
水
道
の
未
整
備
に
よ
る
河

川
の
汚
濁
や
自
動
車
の
排
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
で
あ
っ
た
。
当
時
と
比
べ
、

水
質
と
大
気
の
状
況
は
改
善
し
た
の
か
。

答
弁　

下
水
道
の
普
及
や
公
害
防
止
技

術
の
進
展
に
よ
り
、
大
き
く
改
善
し
た
。

民
有
地
の
緑
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み

質
問　

区
は
こ
れ
ま
で
区
有
地
の
緑
の

保
全
を
中
心
に
多
様
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
。
み
ど
り　

の
実
現
に
向
け
、

３３

今
後
は
屋
敷
林
や
農
地
な
ど
の
民
有
地

の
緑
の
保
全
や
創
出
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

答
弁　

民
有
地
の
緑
保
全
に
向
け
屋
敷

林
や
農
地
保
全
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

環
境
の
継
承
に
向
け
た
次
世
代
育
成

質
問　

区
の
緑
豊
か
で
良
好
な
環
境
を

継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
次
世
代
の

育
成
が
不
可
欠
だ
。
子
ど
も
の
う
ち
か

ら
自
然
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

環
境
教
育
や
環
境
学
習
を
充
実
せ
よ
。

答
弁　

子
ど
も
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、

区
の
環
境
の
よ
さ
を
継
承
し
て
い
く
。

羽
田　

圭
二
議
員
（
社　

民
）

状
況
の
変
化
に
応
じ
た
再
開
発
事
業

質
問　

都
市
計
画
決
定
か
ら　

年
近
く

１０

が
た
つ
二
子
玉
川
再
開
発
で
は
、
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
て
事
業
の
あ
り
方
を

考
え
る
べ
き
だ
。
建
物
利
用
の
あ
り
方

な
ど
を
住
民
と
協
議
す
る
場
を
設
け
よ
。

答
弁　

地
域
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
要
望
に
対
し
て 
真  
摯 
に
対
応
す
る
。

し
ん 

し

十
分
な
面
積
を
備
え
た
認
可
園
の
増
設

質
問　

認
可
保
育
園
の
居
室
面
積
の
最

低
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
保

育
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

待
機
児
解
消
に
は
十
分
な
面
積
を
備
え

た
認
可
保
育
園
の
増
設
で
対
応
せ
よ
。

答
弁　

質
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
国
や
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

人
権
教
育
の
推
進

質
問　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
男
女
平
等
の

意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。
人
権
教

育
の
推
進
に
向
け
、
ま
ず
は
教
員
の
人

権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
行
え
。

答
弁　

教
員
が
人
権
意
識
を
常
に
高
め

て
い
く
よ
う
研
修
の
充
実
な
ど
を
図
る
。

小
畑　

敏
雄
議
員
（
自　

民
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

質
問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

仕
事
の
受
注
を
ふ
や
す
た
め
、
会
員
の

意
識
改
革
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る
場

と
な
る
よ
う
区
は
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

答
弁　

今
後
も
事
務
局
職
員
の
派
遣
研

修
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
支
援
す
る
。

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

質
問　

保
育
料
が
高
い
認
可
外
保
育
施

設
に
や
む
な
く
子
ど
も
を
預
け
る
家
庭

が
ふ
え
て
い
る
。
区
は
、
杉
並
区
の
保

育
料
助
成
の
取
り
組
み
も
参
考
に
、
こ

う
し
た
家
庭
へ
の
支
援
策
を
検
討
せ
よ
。

答
弁　

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活
用
し
、

待
機
児
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
。

中
学
校
で
の
武
道
の
必
修
化
へ
の
対
応

質
問　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、

中
学
生
が
武
道
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
こ

と
は
有
意
義
だ
。
武
道
を
専
門
的
に
学

ん
で
い
な
い
体
育
教
員
も
い
る
た
め
、

円
滑
な
導
入
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
よ
。

答
弁　

区
内
大
学
と
の
連
携
な
ど
を
進

め
、
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

吉
田　

恵
子
議
員
（
生　

ネ
）

教
科
日
本
語
の
魅
力
あ
る
授
業
展
開

質
問　

教
科
日
本
語
で
は
教
員
の
指
導

力
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
教
科

日
本
語
の
ね
ら
い
の
実
現
に
向
け
、
子

ど
も
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
授
業
を
行
え

る
よ
う
、
教
員
を
一
層
支
援
せ
よ
。

答
弁　

今
後
も
研
修
の
充
実
や
指
導
資

料
の
作
成
な
ど
に
よ
り
支
援
す
る
。

環
境
に
対
す
る
区
の
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ

質
問　

区
の
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
区
民
の
意
識
啓
発
に
つ

な
げ
る
べ
き
だ
。
建
て
か
え
中
の
公
共

施
設
の
工
事
現
場
に
、
当
該
施
設
の
環

境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
を
表
示
せ
よ
。

答
弁　

環
境
啓
発
の
面
か
ら
有
効
な
手

段
で
あ
り
、
関
係
部
署
で
検
討
す
る
。

京
王
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
区
の
役
割

質
問　

京
王
線
連
立
事
業
の
進
展
に
伴

い
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
活
発
化

し
て
い
く
。
区
は
地
元
自
治
体
と
し
て

区
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
、
地
域
の

声
を
し
っ
か
り
事
業
関
係
者
へ
伝
え
よ
。

答
弁　

区
民
の
意
見
を
関
係
者
に
伝
え
、

協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

杉
田　

光
信
議
員
（
公　

明
）

区
境
で
の
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

質
問　

京
王
線
連
立
化
に
合
わ
せ
、
沿

線
各
駅
の
街
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
が

活
発
化
す
る
。
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
は

杉
並
区
に
隣
接
す
る
地
域
性
を
踏
ま
え
、

区
境
を
越
え
た
連
携
の
も
と
に
進
め
よ
。

答
弁　

杉
並
区
と
一
層
緊
密
に
連
携
し
、

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

京
王
線
沿
線
の
商
店
街
の
活
性
化

質
問　

京
王
線
沿
線
に
は
空
き
店
舗
や

空
き
地
が
目
に
つ
く
商
店
街
も
あ
る
。

連
立
化
に
伴
う
駅
前
広
場
の
整
備
に
合

わ
せ
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

視
点
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
。

答
弁　

関
係
部
署
が
連
携
を
図
り
、
に

ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

住
宅
施
策
の
一
層
の
充
実

質
問　

住
ま
い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
役
割
を
果
た
す
住
宅
の
確
保
は
区

の
責
務
だ
。
都
営
住
宅
の
移
管
や
民
間

住
宅
の
活
用
を
一
層
進
め
る
な
ど
、
需

要
に
見
合
う
戸
数
の
確
保
に
努
め
よ
。

答
弁　

住
宅
の
確
保
に
困
窮
す
る
高
齢

者
な
ど
へ
の
支
援
策
の
充
実
を
図
る
。

竹
村　

津
絵
議
員
（
生　

ネ
）

地
域
風
景
資
産
を
次
世
代
へ
継
承
せ
よ

質
問　

開
発
行
為
か
ら
地
域
の
風
景
資

産
を
守
る
た
め
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
必
要
だ
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
区
の

公
園
緑
地
用
地
取
得
基
準
の
要
件
に
地

域
風
景
資
産
で
あ
る
こ
と
を
加
え
よ
。

答
弁　

農
地
保
全
重
点
地
区
の
保
全
方

針
の
中
で
地
域
風
景
資
産
に
配
慮
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
目
標
を
示
せ

質
問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
回
収
の

定
着
と
発
展
に
は
、
将
来
見
通
し
を
区

民
と
共
有
し
な
が
ら
事
業
展
開
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
ど
こ
ま
で
資
源
回
収
を

拡
充
す
る
の
か
、
目
標
を
区
民
に
示
せ
。

答
弁　
　

年
度
に
改
定
作
業
を
行
う
分

２２

別
収
集
計
画
に
よ
り
対
応
す
る
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
意
識
啓
発

質
問　

大
気
汚
染
に
つ
な
が
る
無
駄
な

ア
イ
ド
リ
ン
グ
へ
の
対
策
が
必
要
だ
。

特
に
苦
情
の
多
い
住
宅
街
で
は
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
の
抑
制
を
訴
え
る
掲
示
物
を

設
け
る
な
ど
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
め
。

答
弁　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
関
す
る
苦
情

に
、
区
と
し
て
必
要
な
対
応
を
行
う
。

石
川　

征
男
議
員
（
自　

民
）

文
化
に
触
れ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
拡
充

質
問　

文
化
財
団
は
区
内
の
文
化
施
設

を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
区
民
に
区
内
の
文
化
的
、

歴
史
的
な
財
産
を
知
っ
て
も
ら
う
契
機

と
す
る
た
め
バ
ス
ツ
ア
ー
を
拡
充
せ
よ
。

答
弁　

地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う

有
効
な
手
法
で
あ
り
、
検
討
す
る
。

世
田
谷
美
術
館
の
情
報
発
信
力
の
強
化

質
問　

民
間
の
美
術
館
は
効
果
的
に
情

報
を
発
信
し
て
集
客
力
を
高
め
て
い
る
。

区
も
集
客
力
の
一
層
の
向
上
に
向
け
、

文
化
の
世
田
谷
の
象
徴
で
あ
る
世
田
谷

美
術
館
の
情
報
発
信
力
を
強
化
せ
よ
。

答
弁　

既
存
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
取
り
組
み
に
努
め
る
。

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
取
り
組
み
の
強
化

質
問　

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
に

は
迷
惑
喫
煙
を
し
て
い
る
人
に
直
接
働

き
か
け
る
こ
と
が
効
果
的
だ
。
環
境
美

化
指
導
員
の
活
動
範
囲
や
巡
回
頻
度
を

拡
大
す
る
な
ど
取
り
組
み
を
強
化
せ
よ
。

答
弁　

配
置
場
所
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
効
果
が
高
ま
る
よ
う
努
め
る
。
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中
村　

公
太
朗
議
員
（
民　

主
）

災
害
対
策
基
金
の
計
画
的
な
積
み
立
て

質
問　

災
害
対
策
基
金
は
予
測
不
能
な

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
の
貯
蓄
で

あ
り
、
区
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め

に
不
可
欠
だ
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
計
画
的
に
積
み
立
て
よ
。

答
弁　

計
画
的
な
積
み
立
て
を
念
頭
に
、

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

職
員
提
案
制
度
の
実
績

質
問　

現
場
で
働
く
職
員
の
ア
イ
デ
ア

の
積
極
的
な
活
用
こ
そ
が
区
政
の
課
題

解
決
や
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
。
一
職
員
で
も
事
務
改
善
を
提
案
で

き
る
職
員
提
案
制
度
の
実
績
を
示
せ
。

答
弁　
　

年
度
に
は　

件
の
職
員
提
案

２０

４１

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
件
を
実
施
し
た
。

職
員
の
提
案
を
引
き
出
す
研
修
の
充
実

質
問　

自
主
性
に
頼
る
職
員
提
案
制
度

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
職
員
の
ア
イ

デ
ア
を
集
約
で
き
る
機
会
と
し
て
研
修

を
活
用
す
べ
き
だ
。
職
員
の
提
案
を
引

き
出
す
内
容
の
研
修
を
充
実
せ
よ
。

答
弁　

提
案
を
促
す
内
容
の
研
修
を
充

実
し
、
そ
の
成
果
を
庁
内
に
発
信
す
る
。

上
杉　

裕
之
議
員
（
民　

主
）

小
児
精
神
科
医
療
の
体
制
整
備

質
問　

都
立
梅
ケ
丘
病
院
は
小
児
精
神

科
医
療
を
担
っ
て
い
る
。
病
院
が
移
転

し
て
も
、
子
ど
も
が
地
域
で
精
神
的
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
自
治
体

と
し
て
都
に
働
き
か
け
よ
。

答
弁　

精
神
医
療
な
ど
の
専
門
性
の
高

い
医
療
の
確
保
は
都
の
役
割
で
あ
る
。

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
道
路
整
備

質
問　
　

年
度
は
大
幅
な
減
収
が
見
込

２２

ま
れ
て
お
り
、
投
資
的
経
費
に
よ
る
事

業
な
ど
は
見
直
す
べ
き
だ
。
新
規
の
道

路
整
備
事
業
に
着
手
す
る
な
。

答
弁　

財
政
状
況
を
見
き
わ
め
た
上
で
、

堅
実
か
つ
迅
速
な
事
業
執
行
に
努
め
る
。

公
契
約
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

質
問　

景
気
の
低
迷
で
中
小
企
業
の
経

営
は
厳
し
く
、
行
政
に
は
公
共
事
業
の

発
注
者
と
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
区
は

公
契
約
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

適
正
な
競
争
環
境
や
入
札
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

ひ
う
ち　

優
子
議
員
（
世
田
谷
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

質
問　

介
護
疲
れ
の
た
め
に
働
き
盛
り

の
世
代
が
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
あ
る
。
仕
事
と
介
護
が
両
立
で

き
る
よ
う
小
規
模
多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
を
充
実
せ
よ
。

答
弁　

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
介
護
人
材
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
む
。

介
護
休
業
へ
の
理
解
促
進

質
問　

介
護
休
業
は
法
に
基
づ
く
制
度

で
あ
る
が
、
社
会
の
理
解
が
進
ま
な
い

た
め
取
得
率
が
低
い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
推
進
の
視
点
か
ら
、
介
護
休

業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
備
せ
よ
。

答
弁　

介
護
休
業
へ
の
理
解
促
進
を
含

め
、
多
様
な
工
夫
を
し
て
啓
発
す
る
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
充
実

質
問　

乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
の
検
診
受

診
率
向
上
の
た
め
、
区
外
で
働
く
女
性

の
利
便
性
向
上
の
観
点
も
踏
ま
え
、
区

の
が
ん
検
診
の
公
費
負
担
を
区
外
の
医

療
機
関
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
せ
よ
。

答
弁　

検
診
内
容
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

平
塚　

敬
二
議
員
（
公　

明
）

災
害
救
援
ベ
ン
ダ
ー
の
設
置
推
進

質
問　

過
去
の
被
災
地
で
は
、
災
害
時

に
商
品
を
無
料
で
取
り
出
せ
る
自
動
販

売
機
で
あ
る
災
害
救
援
ベ
ン
ダ
ー
が
好

評
だ
っ
た
と
聞
く
。
区
民
の
避
難
が
想

定
さ
れ
る
施
設
へ
の
設
置
を
進
め
よ
。

答
弁　

飲
料
の
入
手
手
段
と
し
て
有
効

で
あ
り
、
導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

質
問　

住
宅
都
市
と
い
う
区
の
特
性
に

合
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
促
進
す
べ
き
だ
。
水
素
と
酸
素
か
ら

電
気
と
熱
を
つ
く
る
家
庭
用
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
助
成
を
行
え
。

答
弁　

今
後
も
世
田
谷
に
ふ
さ
わ
し
い

技
術
や
機
器
の
導
入
促
進
に
努
め
る
。

新
た
な
都
市
型
産
業
の
誘
致
と
集
積

質
問　

区
は
映
像
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
情

報
関
連
産
業
を
新
た
な
区
内
産
業
の
柱

と
し
、
そ
の
誘
致
と
集
積
を
行
う
と
い

う
方
針
を
示
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み

に
お
け
る
具
体
的
な
手
法
を
示
せ
。

答
弁　

民
間
事
業
者
へ
の
側
面
的
支
援

の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
を
早
急
に
行
う
。

藤
井　

ま
な
議
員
（
民　

主
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
緊
急
点
検
の
実
施

質
問　

救
命
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
作
動
せ
ず
、

女
性
が
死
亡
す
る
事
故
が
他
県
で
起
き

た
。
区
は
販
売
元
が
同
じ
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
区

内
に
配
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
直
ち
に
点
検
せ
よ
。

答
弁　

各
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
正
常
に
作

動
す
る
か
現
在
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

駒
沢
大
学
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策

質
問　

駒
沢
大
学
駅
周
辺
の
放
置
自
転

車
の
解
消
に
向
け
、
区
は
上
馬
地
区
会

館
跡
地
に
駐
輪
場
を
整
備
す
る
と
聞
く
。

よ
り
多
く
の
駐
輪
台
数
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
立
体
化
構
造
の
駐
輪
場
と
せ
よ
。

答
弁　

可
能
な
限
り
多
く
収
容
で
き
る

構
造
の
駐
輪
場
の
整
備
を
検
討
す
る
。

下
北
沢
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策

質
問　

区
内
で
も
放
置
自
転
車
数
が
多

い
下
北
沢
駅
周
辺
に
、
小
田
急
線
地
下

化
後
の
上
部
を
利
用
し
て
駐
輪
場
が
整

備
さ
れ
る
と
聞
く
。
駐
輪
台
数
の
目
標

を
明
確
に
掲
げ
て
整
備
に
取
り
組
め
。

答
弁　
　

台
程
度
の
規
模
の
駐
輪
場
整

１２００

備
に
向
け
て
鉄
道
事
業
者
と
協
議
す
る
。

桜
井　

稔
議
員
（
共　

産
）

高
齢
者
へ
の
慶
祝
品
の
充
実

質
問　

区
は
高
齢
者
に
慶
祝
品
と
し
て

区
内
共
通
商
品
券
を
贈
っ
て
い
る
が
、

区
境
に
住
む
区
民
の
生
活
圏
で
は
利
用

で
き
る
店
が
少
な
い
と
聞
く
。
高
齢
者

に
喜
ば
れ
る
よ
う
慶
祝
品
を
充
実
せ
よ
。

答
弁　

今
後
と
も
、
区
内
共
通
商
品
券

の
利
便
性
が
高
ま
る
よ
う
取
り
組
む
。

介
護
療
養
病
床
の
増
設

質
問　

介
護
療
養
病
床
が
満
床
の
た
め

高
齢
者
を
家
族
が
自
宅
で
介
護
す
る
場

合
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
上
に
仕
事

を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。

介
護
療
養
病
床
の
増
設
を
都
に
求
め
よ
。

答
弁　

今
後
と
も
、
国
の
動
向
な
ど
を

注
視
し
、
都
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
う
問
題

質
問　

国
が
一
方
的
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
す
る
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ア
ン
テ
ナ
設
置
費
用
の
自
己
負
担
な
ど

に
対
し
て
区
民
か
ら
の
不
安
や
怒
り
の

声
が
あ
る
。
区
は
対
策
を
講
じ
よ
。

答
弁　

今
後
も
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
情
報
提
供
に
努
め
る
。

大
場　

や
す
の
ぶ
議
員
（
自　

民
）

区
立
図
書
館
で
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
導
入

質
問　

区
立
図
書
館
で
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の

導
入
は
図
書
館
の
効
率
的
運
営
や
利
用

者
の
利
便
性
向
上
に
有
効
だ
。
多
額
の

費
用
が
か
か
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を

し
っ
か
り
と
見
き
わ
め
て
導
入
せ
よ
。

答
弁　

所
要
経
費
や
導
入
手
法
な
ど
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
便
性
の
向
上

質
問　

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
必
要

な
情
報
に
容
易
に
た
ど
り
着
け
な
い
上

に
情
報
そ
の
も
の
も
不
足
し
て
い
る
。

担
当
窓
口
の
案
内
図
を
掲
載
す
る
な
ど
、

利
便
性
向
上
に
向
け
た
改
善
を
行
え
。

答
弁　

区
民
が
必
要
な
情
報
を
的
確
に

把
握
で
き
る
よ
う
、
改
善
に
取
り
組
む
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
構
築
に
向
け
た
検
討

質
問　

区
は
多
額
の
費
用
を
費
や
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
再
構
築
す
る
予
定
だ
。

費
用
に
見
合
う
内
容
と
な
る
よ
う
、
拙

速
に
進
め
ず
先
進
事
例
の
十
分
な
研
究

な
ど
を
行
っ
た
上
で
実
施
せ
よ
。

答
弁　

十
分
な
検
証
や
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
、
実
施
時
期
も
含
め
検
討
す
る
。

畠
山　

晋
一
議
員
（
自　

民
）

実
態
を
踏
ま
え
た
商
店
街
へ
の
支
援

質
問　

一
部
の
商
店
街
に
は
設
置
当
初

の
目
的
を
理
由
に
区
か
ら
電
灯
料
が
補

助
さ
れ
な
い
街
路
灯
が
あ
る
。
区
民
に

安
全
安
心
を
提
供
す
る
街
路
灯
の
公
共

的
な
役
割
を
踏
ま
え
補
助
対
象
と
せ
よ
。

答
弁　

実
態
を
把
握
し
、
商
店
街
の
特

性
や
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
へ
の
迅
速
な
対
応

質
問　

通
学
路
の
交
通
量
な
ど
は
日
々

変
化
し
て
お
り
、
危
険
箇
所
へ
の
臨
機

応
変
な
対
応
が
重
要
だ
。
危
険
箇
所
の

迅
速
な
改
善
に
向
け
、
区
が
率
先
し
て

学
校
に
改
善
要
望
を
確
認
せ
よ
。

答
弁　

学
校
と
の
意
思
疎
通
を
一
層
密

に
し
、
通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
。

新
Ｂ
Ｏ
Ｐ
職
員
の
資
質
向
上

質
問　

新
Ｂ
Ｏ
Ｐ
で
遊
ぶ
子
ど
も
に
職

員
が
お
ろ
そ
か
な
対
応
を
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
聞
く
。
子
ど
も
の
気
持
ち
や

状
況
に
十
分
気
を
配
り
し
っ
か
り
と
接

す
る
よ
う
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
れ
。

答
弁　

新
Ｂ
Ｏ
Ｐ
の
職
員
の
意
識
と
能

力
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
。

高
久　

則
男
議
員
（
公　

明
）

３
人
乗
り
自
転
車
の
貸
出
事
業
の
実
施

質
問　

幼
児
を
乗
せ
る
３
人
乗
り
自
転

車
は
、
活
用
す
る
期
間
が
短
い
割
に
高

価
な
こ
と
か
ら
購
入
を
控
え
る
向
き
が

あ
る
。
区
は
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
自
転
車
の
貸
出
事
業
を
実
施
せ
よ
。

答
弁　

維
持
経
費
の
負
担
な
ど
の
課
題

も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
研
究
す
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
へ
の
切
り
か
え

質
問　

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
で
は
環
境

に
配
慮
す
る
視
点
が
重
要
だ
。
洋
式
便

器
が
和
式
に
比
べ
て
節
水
面
で
優
れ
る

点
な
ど
に
着
目
し
、
ト
イ
レ
改
修
に
合

わ
せ
て
洋
式
便
器
の
整
備
を
進
め
よ
。

答
弁　

児
童
生
徒
の
意
見
も
含
め
学
校

の
意
向
を
重
視
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

魅
力
あ
る
町
会
自
治
会
づ
く
り

質
問　

地
域
の
基
盤
を
担
う
町
会
自
治

会
で
は
加
入
率
の
低
下
や
高
齢
化
が
進

み
、
若
い
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
区
は
魅
力
あ
る
町
会
自
治
会

づ
く
り
に
向
け
、
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

答
弁　

新
た
に
取
り
組
む
活
動
も
積
極

的
に
支
援
し
、
一
層
の
活
性
化
を
図
る
。

稲
垣　

ま
さ
よ
し
議
員
（
民　

主
）

高
齢
者
へ
の
住
宅
支
援
の
実
績

質
問　

住
生
活
基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
区
は
住
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
民
間
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し

た
事
業
を
行
っ
て
き
た
。　

年
以
降
の

１９

高
齢
者
へ
の
住
宅
支
援
の
実
績
を
示
せ
。

答
弁　
　

月
末
ま
で
で
賃
貸
物
件
情
報

１０

提
供
サ
ー
ビ
ス
が
約　

件
な
ど
だ
。

６００

高
齢
者
へ
の
住
宅
支
援
の
充
実

質
問　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
、

住
宅
に
困
窮
す
る
高
齢
者
へ
の
支
援
が

一
層
重
要
だ
。
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ

や
せ
た
が
や
の
家
の
空
き
室
の
活
用
な

ど
で
さ
ら
な
る
住
宅
の
確
保
に
努
め
よ
。

答
弁　

既
存
の
制
度
を
一
層
活
用
し
、

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
支
援
す
る
。

診
療
報
酬
の
改
定
に
伴
う
区
へ
の
影
響

質
問　

医
療
費
が
増
大
し
て
お
り
、
医

療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
用
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。
国
が
見
直
し
を
進
め
て
い

る
診
療
報
酬
が
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
た

際
の
区
の
国
保
財
政
へ
の
影
響
を
示
せ
。

答
弁　

１
％
の
プ
ラ
ス
改
定
で
公
費
負

担
が
約
３
億
円
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

里
吉　

ゆ
み
議
員
（
共　

産
）

保
育
室
利
用
者
へ
の
補
助
金
交
付
方
法

質
問　

保
育
室
の
保
育
料
の
全
額
を
一

時
的
に
支
払
う
こ
と
は
、
低
所
得
者
に

は
大
き
な
負
担
だ
。
保
育
料
支
払
い
後

に
３
カ
月
分
の
補
助
金
を
ま
と
め
て
交

付
す
る
現
行
の
交
付
方
法
を
改
善
せ
よ
。

答
弁　

事
業
者
の
負
担
が
ふ
え
る
こ
と

な
ど
か
ら
交
付
回
数
の
増
加
は
困
難
だ
。

図
書
館
の
運
営
手
法
の
あ
り
方

質
問　

図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
た
自
治
体
で
は
そ
の
弊
害
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
導
入
後
に
直
営
に
戻

す
自
治
体
ま
で
出
て
い
る
。
区
立
図
書

館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
な
。

答
弁　

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
十
分
に
勘
案
し
て
検
討
す
る
。

精
神
障
害
者
の
就
労
支
援
の
拡
充

質
問　

精
神
障
害
者
の
就
労
支
援
を
拡

充
す
べ
き
だ
。
就
職
に
関
す
る
情
報
の

提
供
や
烏
山
福
祉
園
移
転
後
の
空
き
施

設
の
貸
与
を
初
め
と
し
た
障
害
者
施
設

へ
の
場
の
提
供
な
ど
に
一
層
取
り
組
め
。

答
弁　

就
職
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や

就
職
活
動
の
支
援
な
ど
を
一
層
進
め
る
。

西
村　

じ
ゅ
ん
や
議
員
（
民　

主
）

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
の
周
知

質
問　

求
職
中
の
生
活
困
窮
者
が
職
業

や
住
居
の
相
談
な
ど
を
１
つ
の
窓
口
で

行
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
デ
イ

が　

月　

日
に
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

１１

３０

で
試
行
さ
れ
る
。
周
知
状
況
を
示
せ
。

答
弁　

国
が
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
に
よ

り
周
知
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応

質
問　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
デ
イ

の
試
行
は
、
国
と
自
治
体
が
協
力
し
て

行
う
も
の
だ
。
職
員
の
派
遣
や
他
区
と

の
連
携
な
ど
、
実
施
に
当
た
っ
て
の
現

時
点
で
の
区
の
対
応
を
具
体
的
に
示
せ
。

答
弁　

職
員
３
名
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
渋

谷
に
派
遣
し
、
相
談
業
務
に
当
た
る
。

新
樹
苑
の
浴
室
の
一
般
開
放

質
問　

公
衆
浴
場
が
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
果
た
す
役

割
は
大
き
い
。
新
樹
苑
の
周
辺
は
公
衆

浴
場
の
空
白
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

浴
室
を
高
齢
者
に
一
般
開
放
せ
よ
。

答
弁　

費
用
対
効
果
や
安
全
性
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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次回の定例会は２月下旬から開催する予定です
〈
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
〉

 　

皆
さ
ん
か
ら
新
し
く
出
さ
れ
た
請
願 

・
陳
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
企
画
総
務
委
員
会
に
付
託　
　

２
件

○
世
田
谷
区
役
所
に
よ
る
事
業
仕
分
け

実
施
に
関
す
る
陳
情

○
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
関
す
る
請
願

◆
福
祉
保
健
委
員
会
に
付
託　
　

２
件

○
福
祉
担
当
者
の
積
極
的
な
対
応
を
求

め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

○
世
田
谷
区
認
可
外
保
育
施
設
に
通
う

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
対
象
拡
大
を

求
め
る
陳
情

◆
都
市
整
備
委
員
会
に
付
託　
　

１
件

○
二
子
玉
川
東
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
第
２
期
事
業
基
本
計
画
等

に
つ
い
て
、
住
民
、
行
政
、
事
業
者

で
協
議
す
る
場
を
設
け
る
事
に
関
す

る
陳
情

◆
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
委
員
会
に

付
託　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件

○
千
歳
清
掃
工
場
の
民
間
委
託
（
案
）

の
撤
回
に
関
す
る
陳
情

 　

区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
機

関
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
等
の
継
続
を
求
め
る
要
望
書

　

経
営
基
盤
の 
脆  
弱 
な
小
規
模
事
業
者

ぜ
い 
じ
ゃ
く

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
期
的
な
景
気

の
低
迷
に
加
え
、
雇
用
不
安
の
拡
大
、

金
融
事
情
の
悪
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に 
晒 
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら

　

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
環
境
の
中
で
、

世
田
谷
区
内
の
事
業
者
は
、
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
、
そ
の
生
活
基
盤
は
圧

迫
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
昭
和　

年
６３

度
よ
り
実
施
し
て
い
る
、
小
規
模
住
宅

用
地
に
か
か
る
都
市
計
画
税
を
二
分
の

一
と
す
る
軽
減
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

に
更
な
る
打
撃
を
与
え
、
地
域
経
済
へ

の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願

要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望
要
望

書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
　

ま
た
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
２
割
減
免
措

置
に
つ
い
て
も
、
平
成　

年
度
か
ら
実

１４

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
措
置
が

今
年
度
限
り
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
に
極
め

て
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も 
危  
惧 

き 

ぐ

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ

１７

れ
て
い
る
、
固
定
資
産
税
等
の
負
担
水

準
が　

％
を
超
え
る
商
業
地
等
の
税
額

６５

軽
減
措
置
は
、
商
業
地
等
の
過
大
な
税

負
担
を
緩
和
す
る
有
効
な
施
策
で
あ
り
、

そ
の
継
続
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
世
田
谷
区
議
会
は
、
地
域

社
会
の
活
性
化
を
高
め
る
立
場
か
ら
、

貴
職
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
施
さ
れ

る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
坩
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市

計
画
税
の
二
分
の
一
軽
減
措
置
を
引

き
続
き
平
成　

年
度
以
降
も
実
施
す

２２

る
こ
と
。

２
坩
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
２
割
減

免
措
置
を
引
き
続
き
平
成　

年
度
以

２２

降
も
実
施
す
る
こ
と
。

３
坩
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税 

・
都
市
計
画
税
を
、
負
担
水
準
の
上

限
を　

％
に
引
き
下
げ
る
減
額
措
置

６５

を
引
き
続
き
平
成　

年
度
以
降
も
実

２２

施
す
る
こ
と
。

　

平
成　

年　

月　

日

２１

１１

１７

東
京
都
知
事　

あ
て

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

不
規
則
勤
務
特
殊
業
務
手
当
の
廃
止
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結　
　
　

１
件

○
芦
花
小
学
校
・
芦
花
中
学
校
校
舎
解

体
工
事

（
全
員
賛
成
）

　

相
手
方
＝
株
式
会
社
内
村
工
業

　

契
約
金
額
＝
一
億
六
七
七
九
万
円

　

工
事
概
要
＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

建
物　

﹇
芦
花
小
学
校
﹈
校
舎
、
倉

庫
な
ど　

﹇
芦
花
中
学
校
﹈
校
舎
、

倉
庫
な
ど

●
損
害
賠
償
額
の
決
定　
　
　
　

１
件

○
自
動
車
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額

（
全
員
賛
成
）

　
　

年
に
世
田
谷
４
倆　

先
路
上
で
発

２０

１８

生
し
た
自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償
額

の
決
定
。

●
負
担
付
贈
与
の
受
入
れ　
　
　

１
件

（
全
員
賛
成
）

　

仮
称
区
営
玉
川
四
丁
目
ア
パ
ー
ト
の

都
か
ら
の
受
け
入
れ
。

●
財
産
の
取
得　
　
　
　
　
　
　

１
件

○
大
蔵
第
二
運
動
公
園
用
地
等

 　

相
手
方
＝
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健

康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構

　

買
収
金
額
＝
七
四
億
九
六
一
三
万
四

一
四
六
円

賛
成
＝
自
民
、公
明
、民
主
、共
産
、生
ネ
、政
策
、 

社
民
、
区
民
、
虹
、
世
田
谷
、
無
所
属

反
対
＝
無
党
派

賛
成
多
数

　

買
収
す
る
土
地
＝
大
蔵
４
倆　

倆
７
、

１５９

　

、　

、　

、　

、
大
蔵
４
倆　

倆

２１

２２

２３

２４

１８０

１
（
面
積
二
万
三
九
五
・
五
九
�
）

　

買
収
す
る
建
物
な
ど
＝
体
育
館
、
プ

ー
ル
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
な
ど

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定　
　
　

２
件

（
全
員
賛
成
）

 
●
指
定
管
理
者
の
指
定　
　
　
　

１
件

（
全
員
賛
成
）

 
●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦　

１
件

（
全
員
賛
成
）

　

次
の
候
補
者
を
法
務
大
臣
あ
て
に
推

薦
す
る
こ
と
を
可
と
す
る
答
申
。

 
●
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意　

１
件

（
全
員
賛
成
）

　
 
冨  
岡 　
 
富  
美  
子 　
（
新
任
）

と
み 
お
か 

ふ 

み 

こ

所　

在　

地

成　

城
１
倆
４

祖
師
谷
４
倆　
３０

延
長
（
ｍ
）

　

・　
１４２

５５

　

・　
６６

０１

施
設
名
称

松
原
自
転
車
等

駐
車
場

指
定
管
理
者

社
団
法
人
世
田
谷
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

氏　
　

名

 
田  
中 　

た 

な
か

 
京
子 
（
新
任
）

き
ょ
う 
こ

住　

所

豪
徳
寺

本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
質
問
、
答
弁
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
会
議
録
（
２
月
中
旬
発
行
予
定
）
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
議
録
は
、

区
立
図
書
館
、
区
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
総
合
支
所
、
出
張
所
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

 
○
今
定
例
会
で
は
、　

名
の
議
員
が
、

３６

環
境
施
策
の
推
進
や
子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
な
ど
、
区
政
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

○
区
議
会
定
例
会
は
、
２
、
６
、
９
、

　

月
の
年
４
回
開
か
れ
ま
す
。
な
お
、

１１本
会
議
や
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

の
模
様
を
、
区
役
所
第
１
〜
第
３
庁

舎
、
総
合
支
所
、
文
化
生
活
情
報
セ

ン
タ
ー
内
の
市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ

ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

○
区
議
会
だ
よ
り
の
テ
ー
プ
版
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
の
あ
る
方

な
ど
で
希
望
さ
れ
る
方
に
は
定
期
的

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
知

り
合
い
で
ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
立
図
書
館
で
は
過
去
１
年

以
内
に
発
行
さ
れ
た
区
議
会
だ
よ
り

の
テ
ー
プ
版
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
や
お
気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
区
議
会
事
務
局
調

査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
五
四
三
二
）
二
七
七
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇

世田谷産農産物即売市（三軒茶屋ふれあい広場世田谷産農産物即売市（三軒茶屋ふれあい広場））

閉会中に開催された委員会
１１月１６日（月）　分権、オウム、清掃、交通
　　１７日（火）　企画、議運
　　２４日（火）　企画
　
会期中の主な会議日程
１１月２５日（水）　本会議（代表質問）、議運
　　２６日（木）　本会議（代表質問、一般質問、議案の付

託）、企画
　　２７日（金）　本会議（一般質問、議案の付託、議案の

議決、請願の付託など）、議運
　　３０日（月）　企画、区民、文教
１２月１日（火）　福祉、都市
　　２日（水）　分権、オウム、清掃、交通
　　４日（金）　本会議（議案の議決、請願の付託など）、

議運
　
委員会名称
企画＝企画総務委員会　　区民＝区民生活委員会
福祉＝福祉保健委員会　　都市＝都市整備委員会
文教＝文教委員会　　　　議運＝議会運営委員会
分権＝地方分権・庁舎問題等対策委員会
オウム＝オウム問題・災害・防犯等対策委員会
清掃＝清掃・リサイクル対策委員会
交通＝公共交通機関対策等委員会

議 日会 誌
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